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防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
更
な
る
加
速
化
・
深
化
を

図
る
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
」
に
基
づ
き
、
令
和
７
年
度
は
、
航
路
標
識
関
係

の
強
靱
化
対
策
と
し
て
「
航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対

策
」、「
航
路
標
識
の
老
朽
化
等
対
策
」
を
講
じ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

「
航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
」

（
ア
）　

海
水
浸
入
防
止
対
策　

　

 　

航
路
標
識
の
基
礎
部
や
外
壁
等
に
海
水
等
が
浸
入
す

る
環
境
を
遮
断
す
る
た
め
の
整
備
を
行
い
、
倒
壊
等
事

故
の
防
止
を
図
る
対
策
。

（
イ
）　

電
源
喪
失
対
策

　
 　

航
路
標
識
の
予
備
電
源
の
強
化
又
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
（
太
陽
電
池
化
）
に
必
要
な
整
備
を
行
い
、
長
期

停
電
に
伴
う
消
灯
等
事
故
の
防
止
を
図
る
対
策
。

Ⅰ
．
令
和
７
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
概
算

要
求

概
算
要
求
の
基
本
方
針

　

令
和
７
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
に
お
け
る
航

路
標
識
等
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
般
の
厳
し
い
予
算
事
情
を

考
慮
し
、「
第
５
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」（
令
和
５
年
３
月
2８
日

　

交
通
政
策
審
議
会
答
申
）
並
び
に
「
国
土
強
靱
化
基
本
計

画
」（
令
和
５
年
７
月
2８
日　

閣
議
決
定
）
及
び
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」（
令

和
2
年
１2
月
１１
日　

閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
た
施
策
等
、
真

に
必
要
な
事
業
に
重
点
化
す
る
も
の
と
し
て
概
算
要
求
を
行

い
ま
し
た
。

Ⅱ
．
令
和
７
年
度
航
路
標
識
等
整
備
予
算
の
概
要

１
．
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
（
別
紙
１
参
照
）

令
和
７
年
度
航
路
標
識
等
整
備
の
概
要
に
つ
い
て

�

海
上
保
安
庁
交
通
部
企
画
課
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化
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ウ
ェ
ブ
で
通
報
す
る
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

船
名
・
船
種
・
全
長
な
ど
の
静
的
情
報
、
船
位
や
速
力
な

ど
の
動
的
情
報
を
船
舶
相
互
間
及
び
船
舶
と
陸
上
間
で
情
報

交
換
を
行
う
船
舶
自
動
識
別
装
置
（
Ａ
Ｉ
Ｓ
）
の
次
世
代
シ

ス
テ
ム
と
も
い
わ
れ
る
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
（V

H
F
 D
ata E

x-
change System

）
で
は
、
従
来
の
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
で

の
情
報
交
換
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ベ
ー
ス
で
行
え
る
よ
う
に
な

る
た
め
、情
報
提
供
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
上
交
通
の
安
全
確
保
に
有
効
な
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
導
入
に
向

け
、
令
和
６
年
度
に
引
き
続
き
、
陸
上
局
の
配
置
等
を
検
討

す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
島
海
峡
航
路
西
側
海
域
に
お
い
て
、
令
和
３
年

５
月
に
「
白
虎
・
Ｕ
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｎ　

Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
衝
突
事

故
」、
令
和
５
年
2
月
「
せ
い
り
ゅ
う
・
幸
栄
丸
衝
突
事
故
」

と
大
規
模
な
海
難
が
立
て
続
け
に
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
来
島
海
峡
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
か

ら
通
航
船
舶
へ
の
情
報
提
供
等
を
早
期
に
行
う
べ
く
、
レ
ー

ダ
ー
局
の
新
設
に
着
手
し
ま
す
。

３
．
航
路
標
識
の
機
能
維
持

　

船
舶
交
通
の
安
全
を
確
保
し
、
運
航
能
率
の
増
進
を
図
る

（
ウ
）　

監
視
体
制
強
化
対
策

　
 　

消
灯
、
移
動
、
流
出
等
航
路
標
識
の
状
態
変
化
を
把

握
す
る
た
め
、
監
視
装
置
の
整
備
を
行
い
、
自
然
災
害

時
等
に
お
け
る
情
報
提
供
体
制
の
強
化
を
図
る
対
策
。

（
エ
）　

信
頼
性
向
上
対
策　

　

 　

航
路
標
識
に
使
用
し
て
い
る
機
器
等
に
つ
い
て
、
気

象
災
害
時
等
に
お
け
る
安
定
運
用
が
可
能
な
機
器
等
へ

の
換
装
を
行
い
、
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
対
策
。

「
航
路
標
識
の
老
朽
化
等
対
策
」

　

点
検
・
診
断
の
結
果
、
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
航
路
標

識
に
対
し
、
集
中
的
な
修
繕
等
の
整
備
を
行
い
、
予
防
保

全
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
の
加
速
化
を
図

る
対
策
。

　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
気
象
災
害
や
切
迫
す
る
大
規
模
地

震
へ
備
え
る
た
め
、
引
き
続
き
、
本
施
策
に
基
づ
く
整
備
を

加
速
化
し
ま
す
。

　
２
．
海
上
交
通
基
盤
の
充
実
強
化
（
別
紙
２
参
照
）

　

海
上
交
通
安
全
法
や
港
則
法
に
基
づ
く
航
路
入
航
前
の
通

報
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
主
に
電
子
メ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
、
ユ
ー
ザ
ー
側
及
び
当
庁
側
双
方
の
業
務
の
迅
速
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議
決
定
さ
れ
、航
路
標
識
分
野
に
お
い
て
は
、引
き
続
き
、「
航

路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
」、「
航
路
標
識
の
老
朽
化
等

対
策
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

航
路
標
識
等
整
備
を
通
じ
、
平
時
・
災
害
時
に
お
け
る
船

舶
交
通
の
安
全
確
保
及
び
安
定
的
な
海
上
輸
送
を
維
持
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
我
が
国
経
済
の
成
長
に
貢
献
す
べ
く
、
必

要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

役
割
を
担
う
航
路
標
識
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
法
令
に

基
づ
く
点
検
整
備
、
灯
浮
標
の
標
体
及
び
資
機
材
の
定
期
整

備
、
船
舶
通
航
信
号
所
の
空
中
線
回
転
機
構
部
の
定
期
交
換

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

４
．
航
路
標
識
等
の
維
持
管
理

　

航
路
標
識
等
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、
諸
資
材
の

購
入
、
測
定
器
の
運
搬
、
保
守
業
務
の
民
間
委
託
等
を
行
い

ま
す
。

Ⅲ
．
お
わ
り
に

　

航
路
標
識
等
整
備
に
係
る
予
算
に
あ
っ
て
は
、
政
府
全
体

と
し
て
経
済
財
政
政
策
に
つ
い
て
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
厳
し
い
予
算
事
情
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
政
府
が
定
め
る
各
種
政
策
・
方
針
の
ほ
か
、

海
上
保
安
庁
が
行
う
海
上
安
全
行
政
の
基
本
的
な
方
向
性
及

び
具
体
的
な
あ
り
方
を
示
す
「
第
５
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」（
令

和
５
年
３
月
2８
日　

交
通
政
策
審
議
会
答
申
）
に
沿
っ
た
施

策
へ
の
予
算
配
分
を
重
点
化
し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効

率
的
に
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
取
組
を
切
れ
目
な
く
推
進
す
べ
く
、
第
一
次

国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
が
、
令
和
７
年
６
月
６
日
に
閣
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老朽化発電機の換装

● FRP造 ● RC造

太陽電池化

海水浸入防止対策
（航路標識の耐災害性強化対策）

電源喪失対策
（航路標識の耐災害性強化対策）

＜光源のLED化等整備＞

高輝度LEDの導入 耐波浪型LED灯器

監視体制強化対策
（航路標識の耐災害性強化対策）

信頼性向上対策
（航路標識の耐災害性強化対策） 航路標識の老朽化等対策

灯台基礎部の新設 亀裂補修

航路標識の基礎や外壁等への海水浸入を遮断
し、コンクリートの劣化及び鉄筋やアンカーボルトの
腐食を防ぎ航路標識の倒壊を防止する。

予備電源の整備及び主電源の太陽電池化に
よる電源喪失対策を講じることで、長期停電によ
る航路標識の消灯の未然防止を図り、船舶交通
の安全を確保する。

＜クラウド監視装置の設置＞

送信用空中線 本 体

監視装置を整備することで、自然災害の影響に
よる航路標識の消灯、移動、流出した際における
情報提供体制を強化する。

航路標識に使用している機器等について、災害
等における安定運用が可能な機器等への換装を
行う。

航路標識の倒壊、損壊等に備えるため、長寿
命化の整備を着実に実施し、航路標識の老朽
化等対策を図る。

『防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策』別紙１

「国土強靱化基本計画」（令和５年７月28日閣議決定）に基づく、航路標識の耐災害性強化対策及び航路標識の老朽化等対策を着実に推進する。

＜外壁補修＞

『WEBによる通報手段の導入』 （海上交通基盤の充実強化）

海上交通安全法や港則法に基づく航路入航前の通報については、主に電子メールで行われ
ていますが、ユーザー側及び当庁側双方の業務の効率化、利便性向上を図るため、ウェブで通
報することができるシステムの整備を行うものです。

別紙２

Before After（通報及び受付に要する時間が短縮）

人的
作業

【現状】 【電子化後】

電子通報
(Web)

【海上保安庁】※受付担当者
・Webによる通報内容は自動的
に管制計画に反映されるため、
職員による入力が不要
・空き時間を選んで通報されるこ
とから、時刻の調整作業が不要

自動

航路管制業務
システム

【通報者】
・通報時点では希望の入航時刻
の空き状況が不明
・通報の結果がすぐには分からない

【海上保安庁】※受付担当者
・通報内容を航路管制業務シス
テムに入力し、管制計画を策定
・通報された入航時刻が他船と
重なる場合等には通報者と時刻
を調整

通報
(メール・電話等)

【通報者】
・Web上で空き時間を確認して
通報することが可能
・通報の結果が即時に得られる

航路管制業務
システム

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ
通報結果 通報結果

Ⅰ Ⅱ

Ⅱ

航
路
通
報
の
電
子
化

航路入航前の通報（イメージ）
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【
令
和
七
年
二
月
の
あ
る
日
】

　

私
は
二
年
前
に
定
年
退
職
し
、
民
間
会
社
に
再
就
職
し
て
い

ま
す
。
令
和
七
年
二
月
の
あ
る
日
、
気
持
ち
よ
く
疲
れ
て
帰
宅

し
た
と
こ
ろ
、

「
お
か
え
り
。関
門
セ
ン
タ
ー
か
ら
何
か
荷
物
が
届
い
と
る
よ
。」

と
い
ま
だ
に
広
島
弁
の
か
み
さ
ん
。

「
え
っ
、
関
門
？
」

　

な
ん
だ
ろ
う
。
心
当
た
り
は
な
い
な
。
不
審
物
？
と
か
思
い

な
が
ら
荷
物
を
見
て
み
る
と
、
送
り
状
に
Ｋ
所
長
（
当
時
）
の

お
名
前
が
入
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
不
審
物
で
は
な
い
と
安
心

し
、
開
封
し
て
見
ま
し
た
。
す
る
と
、
中
か
ら
賞
状
丸
筒
が
で

て
き
ま
し
た
。

「
あ
っ　

ひ
ょ
っ
と
し
て
…
」

　

心
当
た
り
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

遡
る
こ
と
昨
年
の
灯
台
記
念
日
で
す
。
燈
光
会
主
催
の
祝
賀

会
に
出
席
し
て
い
た
際
、
本
庁
整
備
課
（
当
時
）
の
Ｙ
氏
が
破

願
し
て
飛
ん
で
き
て
、

「
松
永
さ
ん
！
松
永
さ
ん
！
例
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
、
よ
う
や

く
関
門
海
峡
の
潮
流
信
号
が
完
全
自
動
化
で
き
そ
う
で
す
。今
、

テ
ス
ト
運
用
し
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
問
題
な
く
動
い
て
い
る
よ

う
で
す
！
」

「
え
っ
！
そ
う
！
う
ま
く
行
っ
て
い
る
？
」

「
は
い
。
大
丈
夫
そ
う
で
す
よ
。
遂
に
や
り
ま
し
た
ね
。」

「
そ
れ
は
良
か
っ
た
。
さ
す
が
Ｙ
さ
ん
で
す
ね
。」

「
い
や
い
や
、松
永
さ
ん
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
お
か
げ
で
す
よ
。」

て
な
、
会
話
が
あ
り
、
祝
賀
会
か
ら
の
帰
り
の
高
速
バ
ス
の
中

か
ら
、
関
門
マ
ー
チ
ス
の
次
長
（
同
期
生
）
に
自
動
化
の
様
子

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
う
ま
く
行
っ
て
い
る
と
の
由
。
正
式
に
自

動
運
用
に
移
行
し
た
際
に
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
開
発
の
功
績
と

し
て
表
彰
を
上
申
す
る
つ
も
り
と
の
由
。

　

そ
ん
な
や
り
と
り
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

賞
状
丸
筒
を
開
け
、
取
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
そ
の
件

で
し
た
。

欣
喜
雀
躍
（
き
ん
き
じ
ゃ
く
や
く
）

欣
喜
雀
躍
（
き
ん
き
じ
ゃ
く
や
く
）

～
関
門
海
峡
の
潮
流
信
号
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
（
備
忘
録
的
に
）～

～
関
門
海
峡
の
潮
流
信
号
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
（
備
忘
録
的
に
）～

�

普
通
会
員

普
通
会
員
　
松
永
秀
雄

　
松
永
秀
雄
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関
門
マ
ー
チ
ス

所
長
か
ら
の
感
謝

状
。

　

も
う
退
職
し
て

い
る
の
に
、
表
彰

さ
れ
る
と
は
、
い

や
は
や
な
ん
と

も
。
う
れ
し
い
も

の
で
す
ね
。

「
え
っ
？　

な
に

こ
れ
？　

ど
し
た

ん
？
」

と
隣
で
か
み
さ
ん
。

「
七
本
部
時
代
に
ち
ょ
っ
と
や
っ
た
仕
事
が
、
よ
う
や
く
成
果

が
出
た
み
た
い
で
、
表
彰
し
て
く
れ
た
み
た
い
。」

「
へ
～　

す
ご
い
や
ん
。
じ
ゃ
、
今
日
は
祝
杯
じ
ゃ
ね
。」

こ
ん
な
夫
婦
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
そ
の
日
は
嬉
し
楽
し
い
晩

餐
で
し
た
。

【
潮
流
信
号
所
っ
て
？
】

　

お
若
い
会
員
の
方
の
中
に
は
、
潮
流
信
号
所
な
る
も
の
を
ご

存
じ
な
い
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

少
し
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

航
路
標
識
に
は
、「
光
波
標
識
」、「
電
波
標
識
」
そ
し
て
「
そ

の
他
の
標
識
」
と
い
う
三
つ
の
分
類
が
あ
り
（
昔
は
「
音
波
標

識
」
と
い
う
の
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。）、
こ
の
三
つ
目
の
そ
の

他
の
標
識
に
「
潮
流
信
号
所
」
が
あ
り
ま
す
。

　

潮
流
信
号
所
は
、
船
舶
交
通
に
影
響
を
与
え
る
潮
流
の
状
況

を
提
供
す
る
施
設
で
、
来
島
海
峡
及
び
関
門
海
峡
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
の
初
任
地
は
、
関
門
航
路
標
識
事
務
所
で
し
た
。
関
門
航

標
に
は
、
業
務
第
一
課
、
同
第
二
課
及
び
信
号
課
が
あ
り
、
最

初
の
二
年
間
は
、
蓋

井
島
灯
台
の
滞
在
勤

務
を
所
掌
し
て
い
た

業
務
二
課
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
が
、
三

年
目
に
滞
在
勤
務
が

解
消
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
私
の
ポ
ス
ト
が

定
員
削
減
さ
れ
、
追

い
出
さ
れ
た
私
は
隣

の
信
号
課
に
サ
ン
ダ

火ノ山下潮流信号所（燈光会HPから）
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い
て
説
明
し
ま
す
。

【
潮
流
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
】

「
水
は
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
流
れ
る
」

　

当
た
り
前
の
話
で
す
ね
。

　

海
面
に
高
低
差
が
生
じ
る
と
、
海
水
は
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低

い
と
こ
ろ
へ
流
れ
ま
す
。
潮
汐
に
よ
っ
て
生
じ
た
高
低
差
に
よ

っ
て
発
生
す
る
流
れ
が
「
潮
流
」
で
す
。

　

で
す
の
で
、「
潮
流
を
知
る
に
は
潮
汐

を
知
れ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
黒
潮
な
ど
の
「
海
流
」
は
、
高

低
差
で
は
な
く
海
水
の
対
流
に
よ
っ
て
生

じ
て
い
る
も
の
で
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
潮
流

と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
す
。

　
で
は
、「
潮
汐
」
に
つ
い
て

　

潮
汐
と
は
潮
の
満
ち
引
き
の
こ
と
で

す
。
一
日
に
二
回
ず
つ
発
生
す
る
満
潮
、

干
潮
と
言
わ
れ
る
や
つ
で
す
。
な
ぜ
潮
汐

が
発
生
す
る
の
か
。
そ
れ
は
「
月
の
引
力

に
よ
り
海
水
が
引
き
寄
せ
ら
れ
る
た
め
。」

と
一
般
的
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
月
の
引
力

ル
転
勤
し
た
の
で
し
た
。
信
号
課
で
は
課
長
以
下
三
係
八
名
の

今
の
交
通
課
体
制
か
ら
考
え
れ
ば
幸
せ
な
ほ
ど
の
大
所
帯
で
、

潮
流
信
号
所
の
運
用
及
び
牧
山
の
港
内
交
通
管
制
室
の
メ
ン
テ

を
行
っ
て
お
り
、
滞
在
勤
務
時
代
に
は
想
像
も
付
か
な
い
よ
う

な
最
新
の
機
器
に
触
れ
、
さ
ら
に
優
秀
な
先
輩
方
に
囲
ま
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
し
っ
か
り
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私

は
運
用
係
員
で
潮
流
信
号
の
運
用
が
主
務
で
し
た
の
で
、
必
然

と
潮
流
信
号
を
勉
強
し
ま
し
た
。
当
時
の
関
門
航
標
で
は
、
月

に
一
回
勉
強
会
と
称
し
て
三
課
二
隻
（
灯
台
見
回
り
船
）
持
ち

回
り
で
プ
レ
ゼ
ン
発
表
会
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
飲
み
会
に
突
入

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
先
頭
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
潮
流
信
号
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
当
時
の
課
長
か
ら
、「
説
明
内
容
に
つ
い
て
は
聞
い
て
い

る
人
達
の
半
分
程
度
が
理
解
で
き
る
レ
ベ
ル
で
い
い
よ
」
と
言

わ
れ
、
私
は
、「
そ
れ
は
、
も
う
半
分
が
理
解
で
き
な
い
レ
ベ

ル
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
高
度
な
レ
ベ
ル
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。」
と
返
し
た
ら
、先
輩
方
か
ら
「
お

前
と
い
う
や
つ
は
、
な
ん
て
ひ
ね
く
れ
て
い
る
の
か
。」
と
叱

ら
れ
た
こ
と
が
鮮
明
に
記
憶
に
あ
り
ま
す
。

　

前
置
き
が
か
な
り
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
や
っ
た
、

私
な
り
に
高
い
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
の
中
か
ら
、
記
憶
を
掘
り

起
こ
し
て
、
潮
流
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
関
門
海
峡
の
特
殊
性
に
つ
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道
の
大
き
さ
は
異
な
り
ま
す
が
二
つ
の
天
体
と
も
公
転
運
動
を

し
て
い
ま
す
。
二
つ
の
天
体
の
サ
イ
ズ
を
ド
ン
ド
ン
変
え
て
い

き
、
最
終
的
に
地
球
と
月
の
サ
イ
ズ
に
な
っ
た
と
き
、
公
転
の

中
心
は
ど
こ
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
、
地
球
の
中
心
よ
り

も
少
し
月
寄
り
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
球
も
公

転
運
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
地
球
の
公
転

運
動
に
よ
る
遠
心
力
と
月
が
地
球
に
与
え
る
引
力
が
吊
り
合
っ

て
い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
月
に
よ
る
引
力
で
海
面
が
月

側
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
反
対
側
に
地
球
の
公

転
運
動
に
よ
る
遠
心
力
が
働
き
、
海

面
が
盛
り
上
が
る
の
で
す
。
こ
れ
で
、

だ
け
で
は
、
上
図
の
よ
う
な
仕
組
み
と

な
り
、
地
球
が
自
転
に
よ
り
一
日
に
一

回
転
す
る
と
、
満
潮
と
干
潮
は
一
回
ず

つ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
二
回

発
生
し
て
い
る
現
状
と
は
説
明
が
つ
き

ま
せ
ん
。
実
は
月
の
引
力
だ
け
で
は
な

く
、
月
の
公
転
に
伴
う
遠
心
力
も
加
わ

る
の
で
す
。
月
が
公
転
で
き
る
の
は
、

地
球
の
引
力
と
公
転
に
よ
る
遠
心
力
が

吊
り
合
っ
て
い
る
た
め
で
す
ね
。
こ
こ

で
、
仮
に
月
が
地
球
と
同
じ
大
き
さ
だ

と
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
天
体

は
ど
の
よ
う
な
公
転
を
す
る
で

し
ょ
う
か
？
ガ
ミ
ラ
ス
と
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
下
さ
い
。
お
っ
と
若
い
方
に
は
分
か
ら
な
い
か
な

（
笑
）。
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
の
世
界
で
す
。
そ
う
で
す
ね
、

公
転
の
中
心
は
二
つ
の
天
体
の
中
間
地
点
に
な
り
、
同

じ
軌
道
を
向
か
い
合
っ
て
回
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

こ
の
と
き
、
お
互
い
に
引
力
と
遠
心
力
が
吊
り
合
っ
て

い
る
の
で
す
。
次
に
、
片
方
の
天
体
が
少
し
小
さ
く
な

る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
公
転
の
中
心
は
中
間
地
点
か
ら

少
し
大
き
い
天
体
側
に
寄
り
ま
す
よ
ね
。
こ
の
時
、
軌
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す
。
水
深
が
深
い
と
速
度
は
速
く
、
浅
く
な
る
と
遅
く
な
り
ま

す
。
沿
岸
付
近
の
複
雑
な
海
底
地
形
の
影
響
で
、
潮
浪
は
複
雑

な
動
き
と
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
大
潮
の
時
に
、
ア
マ
ゾ
ン
川

や
揚
子
江
の
河
口
付
近
で
見
ら
れ
る
川
の
逆
流
は
、
潮
浪
の
慣

れ
の
果
て
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
潮
浪
の
頂
部
（
高
潮
）
を
線
で
表
し
一
時
間
毎
の
進
行

状
況
を
示
し
た
も
の
が
次
の
図
で
す
。

満
潮
、
干
潮
は
一
日
に
二
回
と
な
る
の
で
す
。

　

月
と
同
様
に
太
陽
の
影
響
に
よ
る
潮
汐
も
発
生
し
、
月
と
太

陽
に
よ
る
二
つ
の
潮
汐
が
合
成
さ
れ
た
も
の
が
実
際
の
潮
汐
と

な
り
ま
す
。
太
陽
と
月
の
角
度
の
違
い
に
よ
り
、
合
成
さ
れ
た

潮
汐
は
大
き
く
も
な
り
、小
さ
く
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
大
潮
、

小
潮
と
言
わ
れ
る
潮
回
り
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
説
明
は
、
理
論
上
の
も
の
で
あ
り
、
地

球
が
完
全
球
体
で
そ
の
全
表
面
に
均
等
に
海
が
あ
る
場
合
で

す
。

　

こ
の
場
合
は
、月
が
南
中
す
る
時
刻
に
満
潮
と
な
り
ま
す
が
、

実
際
に
は
そ
の
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、

標
準
子
午
線
に
近
い
高
知
で
は
、
月
が
子
午
線

を
通
過
し
て
六
時
間
後
、
佐
田
岬
で
は
八
時
間

後
に
満
潮
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
海
面
が
地
球

上
の
一
部
分
し
か
な
く
、
か
つ
、
水
深
及
び
形

状
が
複
雑
で
あ
る
た
め
で
す
。

　

干
満
は
一
日
に
二
回
発
生
し
ま
す
の
で
、
潮

汐
は
周
期
が
約
十
二
時
間
の
上
下
運
動
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
波
長
が
地
球
の
半
周
に
当
た
る

一
つ
の
波
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
波
は
「
潮

ち
ょ
う

浪ろ
う

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

波
の
進
む
速
度
は
水
深
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
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て
い
ま
す
。
紀
伊
水
道
か
ら
侵
入
し
た
潮
浪
は
鳴
門
海
峡
及
び

明
石
海
峡
か
ら
播
磨
灘
に
入
り
備
讃
瀬
戸
を
西
に
進
み
ま
す
。

豊
後
水
道
か
ら
侵
入
し
た
潮
浪
は
豊
予
海
峡
を
通
過
後
に
東
西

に
分
か
れ
て
伊
予
灘
方
面
と
周
防
灘
方
面
に
進
み
ま
す
。
備
讃

瀬
戸
を
西
に
進
む
潮
浪
と
伊
予
灘
を
東
に
進
む
潮
浪
が
ぶ
つ
か

る
の
が
、
広
島
県
の
鞆
の
浦
付
近
で
、
帆
船
時
代
は
滿
ち
潮
の

流
れ
に
乗
っ
て
き
た
船
が
次
の
引
き
潮
の
流
れ
に
乗
る
ま
で
待

つ
た
め
、
潮
待
ち
港
と
し
て
鞆
の
浦
が
栄
え
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
潮
浪
が
進
む
場
合
の

潮
流
は
、次
の
図
の
よ
う
に
潮
浪
の
谷（
干

潮
）
か
ら
頂
部
（
満
潮
）
の
間
は
、
潮
浪

の
進
行
方
向
へ
流
れ
、
頂
部
付
近
で
転
流

し
、
頂
部
が
過
ぎ
て
谷
ま
で
の
間
は
、
進

行
方
向
と
は
逆
向
き
に
流
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
谷
で
再
び
転
流
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
私
は
、
香
川
県
出
身
で
子
供
の
頃
に

満
ち
潮
で
は
潮
は
西
に
流
れ
る
と
教
わ
っ

て
ま
し
た
が
、
来
島
勤
務
の
と
き
に
、
東

に
流
れ
て
い
る
の
が
身
体
で
理
解
で
き

ず
、
頭
が
こ
ん
が
ら
が
っ
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
日
本
海
側
で
は
、
対
馬
海
峡
付

　

太
平
洋
の
潮
浪
が
東
か
ら
西
方
に
進
み
南
西
諸
島
か
ら
北
上

し
黄
海
に
進
ん
で
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
黄
海
の
奥

部
、
日
本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
は
独
自
の
潮
浪
が
発
生
し
、

左
回
り
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

で
は
、
瀬
戸
内
海
付
近
を
拡
大
し
て
み
ま
す
。

　

太
平
洋
の
潮
浪
が
、
紀
伊
水
道
及
び
豊
後
水
道
か
ら
北
上
し

潮浪の進行方向
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た
潮
浪
は
波
高
が
低
く
潮
位
差
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
次
の
図
の
よ
う
に
関
門
海
峡
で
は
西
口
と
東
口
で
潮
位
差

が
生
じ
ま
す
。
解
説
す
る
と
、
満
潮
時
に
は
東
口
の
方
が
高
く

な
る
た
め
、
潮
流
は
西
に
流
れ
、
干
潮
時
に
は
東
口
の
方
が
低

く
な
る
た
め
、
潮
流
は
東
に
流
れ
ま
す
。
転
流
の
時
期
は
、
潮

浪
が
進
む
場
合
は
、満
潮
時
及
び
干
潮
時
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、

こ
の
場
合
は
、
満
潮
時
及
び
干
潮
時
の
中
間
の
平
均
水
面
付
近

で
発
生
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
潮
浪
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
気
象
・
海

象
の
影
響
を
受
け
て
潮
汐
表
の
値
と
は
異
な
る
誤
差
を
生
じ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
潮
流
は
大
き
な
狂
い
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
特
に
、
冬
季
に
北
西
の
季
節
風
が
連
吹
す
る
と
、
玄
界
灘

を
吹
き
抜
け
る
風
に
よ
る
吹
き
寄
せ
効
果
に
よ
り
海
峡
西
口
の

海
面
が
高
く
な
る
現
象
が
発
生
し
、
こ
れ
が
潮
流
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
気
象
・
海
象
の
影
響
を

受
け
易
い
と
い
う
の
も
関
門
海
峡
の
潮
流
の
大
き
な
特
殊
性
で

す
。
ち
な
み
に
私
は
現
在
東
京
湾
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、

東
京
湾
も
南
風
が
連
吹
す
る
と
湾
内
の
潮
位
は
上
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
瀬
戸
内
海
の
場
合
も
西
側
と
東
側
か
ら
の
二
つ
の
潮

浪
に
よ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
も
と
も
と
太
平
洋
の
同
じ
潮
浪

で
す
の
で
、
誤
差
が
生
じ
て
も
同
じ
性
質
の
誤
差
で
あ
り
、
そ

の
差
は
小
さ
く
、
ま
た
、
気
象
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
狭
い
海

近
を
中
心
と
し
て
発
生
し
た
潮
浪
が
左
回
り
に
旋
回
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
対
馬
海
峡
の
潮
浪
と
周
防
灘
を
西
に
進
ん

で
き
た
太
平
洋
の
潮

浪
と
が
ぶ
つ
か
り
合

う
所
が
関
門
海
峡
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
潮
浪

が
ぶ
つ
か
り
合
う
場

合
の
潮
流
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
、
さ
き
ほ
ど

の
潮
浪
が
進
む
場
合

の
そ
れ
と
は
異
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
関
門

海
峡
の
潮
流
の
特
殊

性
で
す
。

　

太
平
洋
の
潮
浪
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き

く
、
波
高
が
高
い
、

す
な
わ
ち
潮
位
差
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

一
方
、
閉
塞
性
の
高

い
日
本
海
で
発
生
し
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時
の
潮
汐
表
は
関
門
海
峡
の
西
口
と
東
口
の
潮
汐
を
予
想
し
て

そ
の
潮
位
差
か
ら
潮
流
を
予
想
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
灯
台

部
と
水
路
部
で
協
議
し
て
、
直
接
潮
流
を
測
定
し
て
そ
れ
を
元

に
予
想
す
る
こ
と
に
よ
り
精
度
を
上
げ
る
案
が
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
当
時
の
本
庁
の
両
部
の
若
手
職
員
が
中
野
区
に
あ
っ
た
四

畳
半
の
江
古
田
寮
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
一
生
懸
命
検
討
し
た
と

い
う
話
を
当
事
者
の
大
先
輩
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

か
く
し
て
、
関
門
海
峡
で
は
海
底
に
超
音
波
流
速
計
を
設
置
し

て
、
過
去
十
五
日
間
の
デ
ー
タ
か
ら
八
つ
の
正
弦
波
を
合
成
し

た
八
分
潮
方
式
で
一
日
の
潮
流
を
予
測
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
と
し
て
は

画
期
的
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
何
も
な
い

ゼ
ロ
の
と
こ
ろ
か
ら

の
モ
ノ
づ
く
り
は
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
一
方
で
と
て

も
面
白
い
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

提
供
し
て
い
る
潮

流
の
情
報
は
早
鞆
瀬

域
で
す
の
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
と
は
な
ら
ず
、
潮
流
の
狂

い
は
小
さ
い
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
関
門
海
峡
の
潮
流
信
号
シ
ス
テ
ム
】

　

潮
流
信
号
所
は
明
治
期
に
設
置
さ
れ
、
昭
和
の
後
期
に
近
代

化
さ
れ
る
ま
で
、
昼
間
は
腕
木
式
形
象
板
で
、
夜
間
は
、
灯
火

で
流
向
及
び
流
期
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
後
期
の
近
代

化
は
ま
ず
、
来
島
海
峡
で
始
ま
り
、
電
光
表
示
板
で
、
流
向
、

流
速
、
今
後
の
傾
向
（
後
ほ
ど
詳
し
く
説
明
し
ま
す
が
、
こ
れ

が
曲
者
）
及
び
流
向
末
期
を
提
供
し
ま
し
た
。
潮
汐
表
の
元
と

な
る
デ
ー
タ
を
水
路
部
（
現
在
の
海
洋
情
報
部
）
か
ら
提
供
し

て
も
ら
い
、
当
時
と
し
て
は
高
機
能
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り

潮
汐
表
と
同
じ
計
算
を
行
い
、
流
速
の
切
り
替
え
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
近
代
化
は
関
門
海
峡
に
移
り
ま
す
が
、
先
に
述
べ
た

と
お
り
、
関
門
海
峡
で

は
、
潮
汐
表
の
予
測
値

と
実
際
の
潮
と
に
差
が

生
じ
る
こ
と
が
課
題
と

さ
れ
、
来
島
海
峡
方
式

を
そ
の
ま
ま
導
入
で
き

な
い
状
況
で
し
た
。
当

腕木式形象板
関門マーチスHPから

関門マーチスHPから
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把
握
し
て
経
験
値
を
も
と
に
総
合
的
に
判
断
し
て
流
向
（
Ｅ
、

Ｗ
）、
流
速
（
0
～
9
）
及
び
今
後
の
傾
向
（
←
、
→
）
を
切

り
替
え
る
作
業
を
行
い
、
運
用
卓
か
ら
片
時
も
離
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
特
に
転
流
に
関
し
て
は
港
則
法
の
特
定
航
法
の

戸
の
中
央
部
の
潮
流
の
情
報
で
す
が
、
超
音
波
流
速
計
は
そ
の

地
点
よ
り
も
下
関
よ
り
の
沿
岸
部
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
流
速

計
の
測
定
値
と
中
央
部
の
潮
流
と
に
は
差
が
生
じ
ま
す
の
で
、

測
定
値
に
係
数
を
か
け
て
中
央
値
に
換
算
す
る
方
式
と
し
、
七

本
部
の
水
路
部
（
現
在
の
海
洋
情
報
部
）
が
定
期
的
に
測
量
船

で
中
央
部
の
潮
流
を
測
定
し
て
分
析
し
、
換
算
係
数
を
確
認
・

更
新
す
る
体
制
が
執
ら
れ
、
灯
台
部
と
水
路
部
の
協
力
体
制
が

構
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
】

　

当
初
は
二
、
三
年
程
度
実
測
観
測
し
デ
ー
タ
が
集
ま
れ
ば
予

測
の
精
度
は
高
ま
り
実
測
は
必
要
な
く
な
る
と
見
立
て
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
も
気
象
・
海
象

の
影
響
に
よ
る
予
想
の
ズ
レ
は
解
消
で
き
ず
、
実
測
値
と
の
差

が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
特
に
関
門
海
峡
で
は
、
転
流
せ
ず
に
再

び
流
速
が
上
が
る
片
潮
と
い
う
現
象
が
時
折
発
生
し
ま
す
が
、

潮
汐
表
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
予
想
で
は
転
流
す
る
の
に
実
際
に

は
片
潮
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
度
々
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
流
信
号
所
で
は
当
直
者
の
判
断
で
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
予
測
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
切
り
離
し
、
手
動
で
信
号
を

切
り
替
え
る
手
動
運
用
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
手
動
運
用
で
は

当
直
者
が
実
測
値
の
変
化
の
状
況
、
実
際
の
海
面
の
状
況
等
を

西
流

東
流
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や
し
、
分
潮
数
（
正
弦
波
の
合
成
数
）
を
三
十
一
分
潮
に
増
や

す
。
③
過
去
デ
ー
タ
の
う
ち
現
在
時
刻
に
近
い
デ
ー
タ
ほ
ど
重

み
付
け
を
行
う
。
④
過
去
デ
ー
タ
を
二
乗
し
た
値
で
解
析
す
る

こ
と
に
よ
り
潮
流
曲
線
の
形
状
を
実
測
値
に
近
い
頭
打
ち
形
状

に
近
づ
け
る
。
と
い
う
改
善
を
行
う
こ
と
に
よ
り
予
測
精
度
は

各
段
に
向
上
し
ま
し
た
が
、
気
象
・
海
象
の
影
響
を
受
け
た
予

想
の
ズ
レ
ま
で
は
解
消
さ
れ
ず
、
手
動
運
用
が
解
消
さ
れ
る
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
三
次
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
修
は
平
成
二
十
五
年
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
と
き
は
、ど
ん
な
に
予
測
値
の
精
度
を
上
げ
て
も
、

結
局
気
象
・
海
象
の
影
響
を
受
け
た
場
合
の
予
測
の
ズ
レ
は
解

消
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
方
式
を
大
転
換
し
て
、
予
測
を
せ
ず

に
、基
本
的
に
実
測
値
を
提
供
す
る
と
い
う
方
式
と
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
提
供
し
て
い
る
情
報
の
う
ち
の

「
今
後
の
傾
向
」で
す
。
す
な
わ
ち「
←
」（
今
後
速
く
な
る
）「
→
」

（
今
後
遅
く
な
る
）
の
判
定
で
す
。
実
測
値
か
ら
分
か
る
こ
と

は
現
在
の
流
速
が
過
去
と
比
較
し
て
速
い
か
、遅
い
か
で
あ
り
、

今
後
ど
う
な
る
か
は
判
定
で
き
ま
せ
ん
。
流
れ
の
向
き
が
変
わ

る
転
流
は
実
測
か
ら
判
定
で
き
ま
す
の
で
、転
流
ま
で
は「
→
」、

転
流
後
は
「
←
」
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
流
速
の
ピ
ー

ク
を
判
定
し
な
け
れ
ば
次
の
「
→
」
に
切
り
替
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
予
測
を
し
な
い
と
い
う
方
式
と
す
る
こ

規
定
も
あ
り
、
手
動
運
用
を
駆
使
し
て
シ
ビ
ア
に
運
用
し
て
い

ま
し
た
。
関
門
海
峡
最
狭
部
の
早
鞆
瀬
戸
で
は
小
型
船
は
右
側

通
航
の
一
般
原
則
に
係
わ
ら
ず
九
州
寄
り
を
東
西
に
航
行
で
き

ま
す
が
、
当
時
は
潮
流
の
向
き
に
よ
っ
て
こ
の
小
型
船
同
士
が

右
側
通
航
す
る
か
左
側
通
航
す
る
か
が
異
な
り
そ
の
基
準
が
潮

流
信
号
所
の
表
示
と
さ
れ
て
い
た
た
め
で
す
。
現
在
は
こ
の
規

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
動
運
用
で
の
面
白
い
事
例
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
現
在
は
港
則
法
の
規
定
で
潮
流
に
逆
ら
っ
て
4
ノ
ッ

ト
以
上
の
優
速
が
な
け
れ
ば
航
行
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
そ

の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
な
か
っ
た
た
め
、
年
季
の
入
っ
た
小
型
外

国
船
が
、
大
潮
の
際
に
潮
流
を
遡
る
こ
と
が
で
き
ず
に
留
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
実

測
値
が
強
い
場
合
は
、
手
動
運
用
に
切
り
替
え
て
流
速
を
1
ノ

ッ
ト
上
げ
て
や
る
と
、
諦
め
た
外
国
船
が
次
々
と
潮
待
ち
に
戻

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
事
実
上
の
滞
留
対
策

と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

話
が
逸
れ
ま
し
た
が
、
予
想
の
ズ
レ
が
問
題
と
な
る
状
況
か

ら
、
灯
台
部
の
ほ
か
海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
や
水
路
部

に
お
い
て
改
善
方
法
の
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
反

映
さ
せ
た
第
二
次
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
修
が
平
成
九
年
に
行
わ

れ
、
①
予
測
値
算
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
一
日
に
一
回
か
ら
八
回

に
増
や
す
。
②
過
去
デ
ー
タ
を
十
五
日
分
か
ら
三
十
日
分
に
増
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の
間
は
異
な
る
流
速
値
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
誤
差
が
生

じ
ま
す
が
、
こ
の
矛
盾
補
正
が
長
期
に
及
ぶ
と
流
速
誤
差
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
三
つ
目
の
大
き
な
問
題
は
、
潮
汐
表
で
は
転

流
す
る
予
測
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
転
流
し
な
い
片
潮
と
な
る

場
合
で
す
。
潮
汐
表
で
転
流
が
予
想
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
左

図
の
④
の
と
お
り
実
測
で
転
流
を
判
定
す
る
ま
で
は
傾
向
は

「
→
」
を
出
し
続
け
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
潮
汐
表
の
ピ

ー
ク
の
時
刻
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
⑤
の
と
お
り
「
→
」
で
固
定

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
転
流
し
な
い
片
潮
に
な
る
と
、
実

測
で
は
流
速
が
速
く
な

っ
て
い
る
に
も
係
わ
ら

ず
「
→
」
の
ま
ま
と
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
こ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
は
解
決
で
き

ず
、「
手
動
運
用
で
対

応
す
る
」
と
い
う
マ
ン

パ
ワ
ー
で
解
決
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

（
解
決
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
が
）

と
に
よ
っ
て
、
ピ
ー
ク
の
判
定
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
ピ
ー
ク
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
潮
汐
表
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
採
用
す
る
と
い
う
手
法
と
す
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
流
向
及
び
流
速
は
実
測
値
を
元
に
提
供

し
、
今
後
の
傾
向
は
潮
汐
表
を
元
に
提
供
す
る
と
い
う
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
と
な
っ
た
の
で
す
。
実
測
値
は
細
か
い
変
動
を
伴

う
た
め
、流
れ
の
遅
い
憩
流
時
は
過
去
二
十
分
間
の
平
均
値
を
、

流
れ
の
速
い
盛
流
時
に
は
、
過
去
二
十
分
間
の
最
大
値
を
採
用

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
実
測
値
が
傾
向
と
矛
盾
す

る
変
化
と
な
る
場
合
（
例
え
ば
、
傾
向
が
「
←
」
に
も
係
わ
ら

ず
実
測
値
が
下
が
っ
て
し
ま
う
場
合
な
ど
。）
に
は
、
前
回
の

流
速
値
を
維
持
す
る
な
ど
の
最
低
限
の
矛
盾
補
正
を
実
施
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
式
で
も
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
実
測
値
の
問
題
で
す
。
憩
流
時
の
過
去
二
十
分
間
の

平
均
値
と
は
、
そ
の
中
間
時
刻
で
あ
る
十
分
前
の
評
価
値
で
あ

り
、
常
に
十
分
遅
れ
の
情
報
提
供
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
表
示

が
転
流
し
た
と
き
は
既
に
実
際
の
転
流
後
十
分
が
経
過
し
て
お

り
、
大
潮
の
時
な
ど
は
流
速
誤
差
を
生
じ
る
原
因
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
盛
流
時
の
過
去
二
十
分
間
の
最
大
値
の
採
用

で
は
、
一
度
で
も
強
い
流
速
が
観
測
さ
れ
る
と
そ
れ
が
保
持
さ

れ
て
し
ま
い
、
こ
れ
も
流
速
誤
差
を
生
じ
る
原
因
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
二
つ
目
は
矛
盾
補
正
に
よ
る
誤
差
で
す
。
矛
盾
補
正
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速
軸
に
し
か
ズ
レ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
と
い
う
も
の
で
す
。

転
流
時
刻
付
近
の
流
速
グ
ラ
フ
曲

線
は
傾
斜
し
た
直
線
状
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
直
線
が
縦
方
向
に
上

下
に
ズ
レ
る
こ
と
に
よ
り
横
軸
で

あ
る
流
速
ゼ
ロ
線
と
の
交
点
が
横

方
向
に
も
ズ
レ
て
転
流
時
刻
が
ズ

レ
て
い
る
だ
け
で
、
流
速
グ
ラ
フ

曲
線
が
時
間
軸
方
向
に
ズ
レ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か

と
気
づ
い
た
次
第
で
す
。

　

こ
の
仮
説
を
前
提
に
す
る
と
、

ひ
と
つ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
潮
汐
表

の
推
算
値
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
推

算
値
と
実
測
値
と
の
差
分
で
も
っ

て
潮
汐
表
推
算
値
（
グ
ラ
フ
）
を

流
速
軸
方
向
に
補
正
し
て
や
る
と

い
う
手
法
で
す
。
潮
汐
表
の
推
算

値
は
、
六
十
分
潮
で
算
出
さ
れ
て

お
り
、
気
象
・
海
象
の
影
響
を
受

【
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
検
討
】

　

私
が
七
管
区
に
戻
っ
た
平
成
二
十
八
年
に
、
潮
流
信
号
を
所

管
し
て
い
た
関
門
マ
ー
チ
ス
の
情
報
課
に
つ
い
て
定
員
削
減
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
マ
ー
チ
ス
か
ら
は
「
潮
流
信
号
の
手
動
運

用
が
強
い
ら
れ
る
現
状
か
ら
他
の
マ
ー
チ
ス
と
は
異
な
り
定
員

削
減
は
困
難
」
と
い
う
強
い
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。
手
動
運

用
の
経
験
が
あ
る
私
と
し
て
は
、「
そ
ら
そ
う
だ
」
と
直
ぐ
に

理
解
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、「
あ
れ
か
ら
三
十
年
以

上
経
っ
て
い
る
の
に
ま
だ
手
動
運
用
し
て
い
る
の
？
」
と
い
う

驚
き
の
方
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

「
こ
れ
は
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
」

　

整
備
課
か
ら
現
状
の
シ
ス
テ
ム
の
状
況
を
聞
き
、
自
分
な
り

に
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
ま
ず
、
マ
ー
チ
ス
か
ら
過
去
三
年
間
の
デ
ー
タ
を
見
せ

て
も
ら
い
、
解
析
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

実
測
値
と
海
洋
情
報
部
の
潮
汐
表
推
算
値
の
二
つ
を
に
ら
め

っ
こ
し
て
い
る
と
、
あ
る
仮
説
が
浮
か
び
ま
し
た
。
気
象
・
海

象
の
影
響
を
受
け
た
場
合
は
、
流
速
値
に
差
が
生
じ
る
と
と
も

に
、
転
流
時
刻
が
大
き
く
ズ
レ
て
来
ま
す
。
昔
潮
流
信
号
所
で

当
直
し
て
い
た
頃
は
、
潮
流
の
ズ
レ
は
流
速
軸
に
も
時
間
軸
に

も
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
流
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十
二
％
で
し
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
新
方
式
案
で
は
八
十
三
％

に
大
幅
に
増
加
し
、
誤
差
の
広
が
り
で
あ
る
標
準
偏
差
も
〇
・

七
七
か
ら
〇
・
三
六
へ
と
半
減
し
て
お
り
、
精
度
は
大
幅
に
向

上
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全
て
の
片
潮
に
追
従

し
、
矛
盾
と
な
る
表
示
は
ゼ
ロ
で
し
た
。（
一
部
6
ノ
ッ
ト
ま

で
の
大
き
な
差
が
出
て
い
ま
す
が
、
台
風
通
過
に
伴
う
異
常
潮

け
な
い
場
合
は
最
も
信
頼
性
の
高
い
も
の
で
す
の
で
、
そ
れ
に

気
象
・
海
象
の
影
響
分
を
補
正
値
と
し
て
加
味
し
て
や
る
こ
と

で
、
実
際
の
潮
流
に
近
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
よ
っ
て
補
正
後
の
将
来
予
測
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
片
潮

に
な
る
か
ど
う
か
の
判
定
も
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
気
象
・
海
象
の
影
響
に
よ
る
潮
流
の
ズ
レ
は
急
激
に
変
化

す
る
も
の
で
は
な
く
、ゆ
っ
く
り
と
変
化
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

こ
の
手
法
に
よ
る
補
正
値
の
変
化
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
も
の
に

な
り
ま
す
の
で
、
補
正
後
の
将
来
予
測
も
十
分
信
頼
性
が
高
い

も
の
と
考
え
た
次
第
で
す
。

　

こ
の
方
式
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
実
測
値
の
過
去
二
十
分
間

の
平
均
値
を
、
十
分
前
の
値
と
し
て
評
価
し
、
十
分
前
の
潮
汐

表
推
算
値
と
比
較
し
て
補
正
値
を
得
て
、
そ
の
補
正
値
で
現
在

時
刻
の
潮
汐
表
推
算
値
を
補
正
す
る
こ
と
に
よ
り
精
度
を
高
め

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
誤
差
値
は
、
十
分

間
の
間
の
補
正
値
の
変
化
量
と
、
矛
盾
補
正
を
行
っ
た
場
合
の

二
つ
の
み
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
矛
盾
補
正
に
よ
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
過
去
三
年
間
の
デ
ー
タ
を
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
実
測
値
と
表
示
値
と
の
差
は
、
次
の

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
第
三
次
シ
ス
テ
ム
で
の
流
速
差
ゼ
ロ
が
全
体
の
四
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第
三
次
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
修
に
当
た
り
、
予
測
を
止
め
る
と
い

う
基
本
方
針
を
受
け
、
傾
向
の
判
断
に
潮
汐
表
の
デ
ー
タ
を
活

用
す
る
と
い
う
画
期
的
な
ア
イ
デ
ア
を
導
入
し
た
方
で
す
。
今

回
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
検
討
に
当
た
っ
て
、
色
々
と
ご
教
示
を

頂
き
助
け
て
も
ら
っ
て
ま
し
た
の
で
、
結
果
は
報
告
し
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
結
果
、
四
次
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
修
に
当
た
り
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
採
用
し
て
頂
け
た
次
第
で
す
。

　

第
四
次
シ
ス
テ
ム
の
完
成
よ
り
も
先
に
私
が
定
年
退
職
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
は
知
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ

た
と
こ
ろ
、
冒
頭
の
話
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

【
お
わ
り
に
】

　

祝
杯
の
と
き
に
か
み
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。

「
退
職
し
て
も
表
彰
し
て
く
れ
る
ん
？
」

「
そ
う
み
た
い
や
ね
。
ま
あ
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
ず
い
ぶ
ん
後
か

ら
も
ら
え
る
も
の
だ
か
ら
ね
。」

「
そ
っ
か
。
う
れ
し
い
ね
。」

「
ほ
ん
と
。
感
謝
感
謝
や
ね
。」

　

確
か
に
、
退
職
者
を
表
彰
す
る
と
い
う
話
は
、
現
役
時
代
に

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、嬉
し
い
限
り
で
す
。

今
は
定
年
延
長
制
度
に
よ
り
役
職
定
年
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
退
職
後
で
も
表
彰
さ
れ
る
の
で

流
発
生
時
の
矛
盾
補
正
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
す
。）

【
第
四
次
シ
ス
テ
ム
へ
の
改
修
に
向
け
て
】

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
り
、

台
風
通
過
時
を
除
い
て
自
動
運
用
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
実
装
さ
せ
る
た
め
、
製
造
メ
ー
カ
ー
に
ソ
フ
ト

改
修
の
見
積
も
り
を
依
頼
し
ま
し
た
。
内
容
的
に
は
第
三
次
シ

ム
テ
ム
の
応
用
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
改
修
か
ら
四
年

し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
管
区
の
既
達
経
費
の
中
で

比
較
的
手
軽
に
改
修
可
能
で
は
な
い
か
と
見
立
て
て
い
ま
し
た

が
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
と
当
時
の
担
当
者
が
全
て
異
動
し
て
お

り
ゼ
ロ
か
ら
や
り
直
す
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
な
か
な
か

見
積
書
の
提
示
が
な
く
、
結
局
私
が
転
出
す
る
直
前
に
想
像
を

は
る
か
に
超
え
る
額
の
見
積
書
が
出
て
き
て
し
ま
い
、
対
応
を

後
任
者
に
委
ね
る
こ
と
に
せ
ざ
る
を
得
ず
、
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
の
あ
る
日
、
本
庁
整
備
課
担
当
官
の
Ｙ
氏
か
ら
電

話
が
あ
り
、
こ
の
度
、
補
正
予
算
で
関
門
海
峡
の
潮
流
信
号
シ

ス
テ
ム
の
改
修
を
計
画
し
て
お
り
、
例
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
導

入
を
検
討
し
た
い
旨
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｙ
氏
は
二
次
シ
ス

テ
ム
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
潮
流
信
号
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
ソ
リ
テ

ィ
で
す
。海
保
の
中
で
彼
の
右
に
出
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
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口
及
び
東
口
の
潮
位
差
か
ら
求
め
た
流
速
値
と
超
音
波
流
速
計

に
よ
る
実
測
値
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
潮
位
差
方
式
に
よ
る

実
測
方
式
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
超
音
波
流
速
計
が

長
期
間
故
障
し
た
事
例
も
あ
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
及
び
経
済

性
の
観
点
か
ら
も
潮
位
差
方
式
は
検
討
の
価
値
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
台
風
来
襲
時
の
潮
流
変
化
は
潮
汐
表
と
は
大
き

く
異
な
る
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
四
次
シ
ス
テ
ム
で
も
対
応

で
き
ま
せ
ん
。
台
風
来
襲
時
は
一
層
の
こ
と
「
今
後
の
傾
向
」

の
提
供
を
取
り
や
め
て
、
流
向
及
び
流
速
の
み
と
す
る
な
ど
の

運
用
面
の
対
応
も
検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
更
な
る

精
度
向
上
を
含
め
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
後
輩
の
皆
様

に
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
彰
の
お
返
し
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
関
門
海
峡
の
潮
流
信
号
シ
ス
テ
ム

の
歴
史
と
変
遷
を
備
忘
録
的
に
ま
と
め
ま
し
た
。
誤
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
し
か
ら
ず
。
た
だ
、
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
関
門
海
峡
の
潮
流
に
、
灯
台
部
（
交
通

部
）
は
水
路
部
（
海
洋
情
報
部
）
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
真
正

面
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
文
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
高
覧
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
れ
ば
、
役
職
定
年
に
な
っ
て
も
士
気
を
下
げ
ず
に
最
後
ま
で

頑
張
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

と
に
も
か
く
に
も
表
彰
し
て
い
た
だ
い
た
関
門
海
峡
海
上
交

通
セ
ン
タ
ー
所
長
を
は
じ
め
、
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
潮
汐
表
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
第
三
次
シ
ス
テ
ム
を
応
用
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
一
番
の
功

績
者
は
第
三
次
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
ま
た
、
今
回
の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
の
採
用
を
決
め
た
Ｙ
氏
で
あ
る
と
私
は
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。
四
十
年
間
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
手
動
運
用
が
解
消
さ
れ

た
の
で
す
。
私
の
中
で
は
Ｙ
氏
こ
そ
が
表
彰
さ
れ
る
べ
き
者
で

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
何
も
な
い
ゼ
ロ
か
ら
第
一
次
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上

げ
た
灯
台
部
及
び
水
路
部
の
大
先
輩
、
第
二
次
シ
ス
テ
ム
に
向

け
て
改
修
方
法
を
提
言
し
た
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
水
路
部

の
大
先
輩
、
並
び
に
、
四
十
年
近
く
手
動
運
用
を
行
っ
て
き
た

関
門
航
識
及
び
関
門
マ
ー
チ
ス
の
職
員
の
方
々
。
皆
様
方
の
ご

努
力
の
上
に
今
回
の
手
動
運
用
の
解
消
が
あ
り
ま
す
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

潮
流
信
号
シ
ス
テ
ム
は
ま
だ
ま
だ
改
良
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
平
成
元
年
の
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
さ
ん
（
私
た

ち
の
期
の
担
任
教
官
で
す
。）
の
研
究
報
告
で
は
、
海
峡
の
西
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１
　
追
憶
ア
ン
コ
椿
灯
台

　

楽
し
い
工
作
（
そ
の
2
）
で
は
、
ア
ン
コ
椿
灯
台
と
称
さ
れ

る
岡
田
港
防
波
堤
灯
台
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
同
灯
台
は
、
伊

豆
大
島
の
玄
関
で
あ
る
岡
田
港
に
設
置
さ
れ
た
灯
台
で
、
平
成

４
年
３
月
2０
日
に
建
て
替
え
が
行
わ
れ
た
際
に
、
ア
ン
コ
椿
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
灯
台
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
同
灯
台
は
、
台
風
等
の
被
害
を
受
け
た
と
思
わ
れ
、

灯
台
台
座
の
手
摺
が
無
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ

た
頭
部
や
灯
台
台
座
の
椿
の
装
飾
が
無
く
な
っ
て
お
り
、
悲
し

い
様
相
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
同
灯
台
を
設
置
当
時
の
お
洒
落
で
カ
ラ
フ

ル
な
灯
台
を
追
憶
し
て
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
て
復
元
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
復
元
に
あ
た
っ
て
は
、
な
る
べ
く
大
き
く

作
成
で
き
る
よ
う
に
Ａ
４
版
３
枚
に
て
1
／
５０
の
縮
尺
と
し
ま

し
た
の
で
、
製
作
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、オ
リ
ジ
ナ
ル
は
灯
台
台
座
正
面
の
み
の
装
飾
で
す
が
、

本
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
お
い
て
は
、
台
座
の
各
面
に
前
面
と

同
じ
装
飾
を
あ
え
て
施
し
て
華
や
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
本
誌
３
月
号
同
様https://

　
楽
し
い
工
作

　
楽
し
い
工
作
（
そ
の

（
そ
の
２２
））

��

普
通
会
員

普
通
会
員
　
藤
島
　
充
良

　
藤
島
　
充
良

現在の岡田港防波堤灯台

往年のアンコ椿灯台

カラー化第三号
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の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
公
開
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
別
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
貼
り
付
け
し

て
い
た
だ
く
と
、
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
公
開
状
態
に
な
り
ま

す
の
で
、
リ
ン
ク
貼
り
付
け
は
遠
慮
願
い
ま
す
。

２�

　
離
島
の
灯
台
管
理
に
係
る
思
い
出

　

私
は
、
平
成
６
年
４
月
1
日
か
ら
３
年
間
、
品
川
区
東
大
井

に
あ
る
東
京
航
路
標
識
事
務
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
を
持
っ
て
伊
豆
大
島
航
路
標
識
事
務
所
及
び
三
宅
島
航
路

標
識
事
務
所
が
東
京
航
路
標
識
事
務
所
に
集
約
さ
れ
、
伊
豆
大

島
及
び
三
宅
島
の
航
路
標
識
を
広
域
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

東
京
航
路
標
識
事
務
所
は
、
同
日
に
庁
舎
及
び
宿
舎
が
新
築

と
な
り
、
京
浜
急
行
電
鉄
の
鮫
洲
駅
ま
で
歩
い
て
５
分
程
度
で

あ
り
、
東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
の
大
井
競
馬
場
前
駅
ま
で
歩
い
て
1５

分
程
度
で
し
た
の
で
、
大
変
環
境
に
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま

し
た
。

　

伊
豆
大
島
及
び
三
宅
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
主
に
東
京
モ
ノ

レ
ー
ル
利
用
で
羽
田
か
ら
民
間
航
空
機
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
。船
で
行
く
場
合
は
、

鮫
洲
駅
か
ら
品
川
駅
に

出
て
Ｊ
Ｒ
に
乗
り
換

え
、
浜
松
町
駅
で
下
車

し
、
1０
分
ほ
ど
歩
い
て

竹
芝
桟
橋
か
ら
伊
豆
大

島
へ
は
22
時
発
、
三
宅

島
へ
は
22
時
３０
分
発
の

東
海
汽
船
の
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
リ
ー
、
航
空
機

が
利
用
で
き
な
か
っ
た

東京航路標識事務所

三宅島航路標識事務所及び宿舎

伊豆大島航路標識事務所及び宿舎
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光
客
で
民
宿
が
一
杯
の
状
況
で
し
た
の
で
、
御
蔵
島
役
場
の
手

配
に
よ
り
急
遽
、
民
間
の
方
の
家
に
泊
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
御
蔵
島
へ
は
東
海
汽
船
の
大
型
フ
ェ
リ

ー
が
寄
港
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
三
宅
島
か
ら
1
日
1
往
復

の
小
型
定
期
船
し
か
な
く
、
2
日
目
の
定
期
船
が
荒
天
で
運
休

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
結
局
2
日
半
、
御
蔵
島
に
足
止
め
さ

れ
ま
し
た
。

　

御
蔵
島
は
、
三
宅
島
の
南
2４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
島
で
、

当
時
の
人
口
は
約
２
９
０
名
で
し
た
が
、
現
在
で
は
人
口
約
３

３
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
灯
台
の
復
旧
時
に
役
場
の
方
が
港

に
来
て
お
ら
れ
、
民
家
に

連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い

た
後
、
役
場
の
村
長
室
に

場
合
は
、
伊
豆
大
島
へ
は
熱
海
か
ら
高
速
船
が
出
て
い
ま
し
た

の
で
、
熱
海
経
由
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　

三
宅
島
航
路
標
識
事
務
所
は
、
サ
タ
ド
ー
岬
灯
台
と
併
設
で

宿
舎
が
灯
台
と
隣
接
し
て
お
り
、
島
の
周
回
道
路
か
ら
少
し
海

側
に
入
っ
た
所
に
あ
り
、
立
地
は
良
か
っ
た
の
で
す
が
宿
舎
が

古
か
っ
た
の
で
、
集
約
し
て
正
解
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
伊
豆
大
島
航
路
標
識
事
務
所
は
、
庁
舎
が
ま
だ
新
し

く
、
街
中
の
立
地
の
良
い
場
所
に
あ
り
、
個
人
的
な
感
想
と
し

て
は
、
少
し
も
っ
た
い
な
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
東
京
航
路
標
識
事
務
所
は
、
お
台
場
に
あ
る
東
京
海

上
保
安
部
に
集
約
さ
れ
、
伊
豆
大
島
及
び
三
宅
島
の
航
路
標
識

は
下
田
海
上
保
安
部
が
現
在
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

両
島
へ
は
、
2
泊
３
日
で
灯
台
等
の
保
守
点
検
を
行
っ
て
お

り
、
伊
豆
大
島
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
利
島
、
三
宅
島
ブ

ロ
ッ
ク
に
は
御
蔵
島
に
灯
台
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

離
島
に
行
く
だ
け
で
半
日
を
要
し
、
帰
り
の
船
が

着
岸
で
き
る
か
と
い
う
リ
ス
ク
と
朝
早
く
か
ら
活

動
す
る
必
要
が
あ
り
、結
構
困
難
を
要
し
ま
し
た
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
御
蔵
島
港
ふ
頭
灯
台
が
消

灯
し
た
際
に
、
御
蔵
島
1
泊
予
定
で
復
旧
に
行
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
夏
の
時
期
で
あ
っ
た
た

め
、
御
蔵
島
に
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
来
る
観

御蔵島

御蔵島港ふ頭灯台
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も
う
1
つ
両
島
の
思
い
出
と
し
て
、
私
が
初
め
て
島
の
巡
回

に
行
っ
た
際
に
気
づ
い
た
こ
と
で
、
伊
豆
大
島
で
2
基
、
三
宅

島
で
1
基
の
灯
台
が
防
波
堤
の
途
中
に
位
置
し
て
お
り
、
防
波

堤
灯
台
は
防
波
堤
の
先
端
に
な
い
と
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
、

機
能
回
復
の
た
め
微
力
な
が
ら
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
移
設
が
必
要
な
灯
台
を
防
波
堤
の
先
端
に
事
業

者
で
あ
る
東
京
都
に
移
設
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
都
庁
に
何
度

か
説
明
に
伺
い
、
私
の
任
期
中
の
３
年
間
で
全
て
解
決
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

移
設
が
必
要
な
灯
台
の
う
ち
伊
豆
大
島
で
移
設
型
で
な
い
灯

台
が
1
基
あ
り
、
三
宅
島
で
の
1
基
は
港
が
既
に
完
成
港
と
な

っ
て
お
り
、交
渉
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

当
方
か
ら
都
庁
に
出
向
き
「
公
共
事
業
の
施
行
に
伴
う
公
共
補

償
基
準
要
綱
」
に
基
づ
く
三
者
協
定
（
運
輸
省
、
水
産
庁
、
海

上
保
安
庁
に
よ
る
防
波
堤
上
の
灯
台
建
設
等
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
）
を
丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
起
業
者
で
あ
る
東

京
都
に
移
設
協
議
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
移
設
し
て
も
ら
っ
た
灯
台
の
一
つ
が
岡
田
港
防
波
堤
灯

台
で
、
私
に
と
っ
て
航
路
標
識
施
設
の
機
能
補
償
措
置
を
対
外

的
に
求
め
る
初
め
て
の
事
案
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
技
術
官
1０
年
及
び
計
画
運
用
課
３
年
の
経
験
が
生

か
さ
れ
、
在
職
中
に
航
路
標
識
施
設
1０
件
の
公
共
補
償
事
案
に

案
内
さ
れ
、
村
長
か
ら
日
頃
の
灯
台
管
理
と
直
近
に
あ
っ
た
御

蔵
島
で
の
海
難
救
助
に
関
し
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
1
日
目
は
雨
の
た
め
民
家
の
部
屋
で
の
待
機
と
な
り
ま
し

た
が
、
ス
イ
カ
な
ど
差
し
入
れ
し
て
い
た
だ
き
、
民
家
の
方
か

ら
島
の
色
々
な
話
を
伺
い
、
気
楽
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

2
日
目
も
定
期
船
と
ヘ
リ
が
運
休
と
な
り
、
足
止
め
が
決
定

し
、
役
場
の
方
が
島
内
を
案
内
す
る
と
の
こ
と
で
来
ら
れ
、
島

の
水
源
や
特
産
品
で
あ
る
黄つ

楊げ

材
の
加
工
場
な
ど
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
島
の
水
源
は
原
生
林
が
広
が
る
山
奥
に
あ
る

湧
水
で
、
島
の
高
低
差
を
利
用
し
た
自
然
水
圧
に
よ
り
各
家
庭

に
給
水
し
て
お
り
、
御
蔵
島
の
水
道
水
は
最
高
に
お
い
し
い
と

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
民
家
に
帰
っ
て
か
ら
飲
ん
で
み
ま
し

た
が
、
ス
イ
カ
が
冷
さ
れ
て
い
た
だ
け
あ
っ
て
水
が
と
て
も
冷

た
く
、
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

３
日
目
に
ヘ
リ
が
運
航
す
る
と
の
こ
と
で
、
役
場
の
方
が
予

約
を
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
定
期
船
も
運
航
す
る
と
の
こ
と

で
、
三
宅
島
で
も
残
し
た
仕
事
が
あ
り
、
定
期
船
に
て
三
宅
島

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

こ
の
一
件
は
私
に
と
っ
て
思
い
出
深
く
、
お
世
話
に
な
っ
た

御
蔵
島
役
場
の
方
や
、
急
遽
泊
め
て
い
た
だ
い
た
う
え
色
々
気

を
使
っ
て
い
た
だ
い
た
民
家
の
方
に
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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の
で
、
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
場
合
、
色
合
い
が

少
し
濃
い
色
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
で

印
刷
す
る
場
合
、
折
り
目
で
イ
ン
ク
ト
ナ
ー
が
ひ
び
割
れ
ま
す

の
で
、
組
み
立
て
後
に
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
に
て
修
正
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

側
面
の
ラ
イ
ト
メ
ー
ル
の
パ
ネ
ル
は
８
枚
で
、「
海
難
ゼ
ロ

へ
の
願
い
」
の
文
字
が
８
文
字
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

大
型
巡
視
船
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
縮
尺
が
大
と
な
り
、

細
か
い
パ
ー
ツ
が
あ
り
組
み
立
て
に
く
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

完
成
品
は
結
構
迫
力
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

４
　
お
わ
り
に

　

灯
台
や
巡
視
船
が
白
い
の
は
、
海
上
で
は
白
色
が
良
く
目
立

つ
た
め
で
す
。
白
亜
の
灯
台
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
も
良
い
の

で
す
が
、
少
し
灯
台
に
色
を
付
け
て
み
る
と
趣
が
増
し
、
部
屋

に
飾
っ
て
お
い
て
も
見
栄
え
が
格
段
と
向
上
し
ま
す
。

　

楽
し
い
工
作
シ
リ
ー
ズ
は
、
後
2
～
３
回
連
載
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
単
な
る
色
付
け
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
灯
台
の
姿
を
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
て
再
現
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
有
義
波
高
が
高
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
防
波
堤
灯
台

の
設
計
波
高
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
現
行
灯
台
が
単
純
に

は
移
設
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
き
て
お
り
、
案
件
が
あ

っ
た
場
合
、
対
応
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

３
　
巡
視
船
み
ず
ほ
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

今
年
の
1
月
に
2
代
目
巡
視
船
み
ず
ほ
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
作
成
を
思
い
立
ち
、
約
2
ケ
月
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
の
で
、

楽
し
い
工
作
の
一
つ
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

巡
視
船
艇
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
、
今
ま
で
Ｐ
Ｌ
型
の
大

き
さ
ま
で
作
成
し
ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て
巡
視
船
最
大
船
型

の
Ｐ
Ｌ
Ｈ
型
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
初
代
巡
視
船

み
ず
ほ
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
あ
り
ま
し
た
が
、
2
代
目
の

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
今
回
初
公
開
と
な
る
も
の
で
す
。
型
紙

の
デ
ー
タ
は
、
前
記
ド
メ
イ
ン
と
同
じ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
完
成
品
は
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

に
て
４
４
０
円
で
販
売
さ
れ
て
い
る
長
さ
３３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
模
型
用
ケ
ー
ス
に
入
る
よ
う
設
計
し
て
お
り
、
型
紙
は
Ａ
４

版
３
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

着
色
は
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
で
調
整
し
ま
し
た
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ま
た
、
私
が
在
職
中
に
作
成
し
た
灯
台
や
巡
視
船
艇
の
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
、
当
時
急
い
で
作
成
し
た
関
係
で
少
し
手
直

し
が
必
要
な
も
の
や
保
安
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
も
の
が
あ
り
、
今
後
少
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
前
記
ド

メ
イ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
併
せ
て
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

巡視船みずほペーパークラフト
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姫
埼
灯
台
の
生
み
の
親

　

佐
渡
の
両
津
港
近
く
の
岬
に
立
つ
姫
埼
灯
台
は
、
日
本
最
古

の
現
役
の
鉄
造
灯
台
で
す
。
点
灯
開
始
は
明
治
2８（
１
８
９
５
）

年
１2
月
１０
日
、
今
年
で
１
３
０
年
と
な
り
ま
す
。
明
治
2８
年
度

の
逓
信
省
の
事
業
報
告
「
逓
信
省
第
十
年
報
」
に
は
、
明
治
2８

年
５
月
１３
日
起
工
、
同
年
１０
月
2５
日
竣
工
の
記
録
が
見
ら
れ
ま

す
。

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

姫
埼
灯
台灯 

台 

研 

究 

生

　

工
事
開
始
の
６
日
後
の
明
治
2８
年
５
月
１９
日
付
の
新
潟
新
聞

に
は
、
姫
埼
灯
台
の
建
築
事
務
所
か
ら
出
さ
れ
た
木
材
の
購
買

広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉄
造
の
姫
埼
灯
台
に
は
、
木
目
塗
り
が
手
書
き
さ
れ
た
板
張

り
の
内
壁
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
木
材
の
購
買
契
約
の
締

結
者
と
し
て
、
航
路
標
識
管
理
所
技
手
児
玉
慶
蔵
氏
の
名
が
広

告
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
玉
氏
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
各
地

の
灯
台
建
設
工
事
を
手
掛
け
た
技
手
と
し
て
拙
稿
で
何
度
も
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
明
治
27
年
４
月
起
工
の
紀

伊
日
ノ
御
埼
灯
台
を
皮
切
り
に
、2８
年
５
月
に
こ
の
姫
埼
灯
台
、

2９
年
7
月
に
長
崎
鼻
灯
台
（
鹿
児
島
）、
そ
し
て
３2
年
５
月
に

鉄
造
灯
台
最
高
峰
の
魹
ヶ
埼
灯
台
の
い
ず
れ
も
鉄
造
灯
台
に
専

姫埼灯台（2015年 8 月撮影）

新潟新聞掲載　姫埼灯台建築事務
所　物品購買広告（新潟県立図書
館蔵）
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で
航
路
標
識
管
理
所
工
務
課
営
繕
係
で
は
唯
一
の
技
師
と
し
て

灯
台
の
建
設
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

鉄
造
灯
台
建
設
の
実
態

　

明
治
2８
年
7
月
１４
日
付
の
新
潟
新
聞
の
姫
埼
灯
台
の
記
事
に

は
、
鉄
造
灯
台
建
設
の
知
ら
れ
ざ
る
事
実
が
次
の
と
お
り
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

〇�

姫
崎
燈と

う

臺だ
い　

佐
渡
賀
茂
郡
富
岡
村
大
字
大
川
字
野
城
の
姫
崎

へ
燈
臺
を
建
設
さ
る
ゝ
よ
し
は　

前
號
屡る

次じ

記
載
せ
し
が　

尚
は
聞
く
所
に
據よ

れ
ば　

該
燈
臺
は
目
下
横
濱
航
路
標
識
管

理
所
に
於
て
組
立
中
に
て　

来
る
八
月
中
に
は
同
地
へ
廻
漕

す
る
見
込
み
の
よ
し　

其
形
は
八
角
に
て
銑
鐵
を
以
て
之
を

製
し　

高
さ
は
地
盤
よ
り
燈
火
の
中
心
ま
で
四
十
尺
総
高
四

十
五
尺
、
光
線
発
射
力
十
八
海
里
に
し
て　

建
築
費
は
一
萬

餘
圓
の
豫
定
な
る
が　

姫
崎
に
て
は
敷
地
の
構
造
等
既
に
竣

成
し　

目
下
附
属
舎
建
設
中
に
て
其
成
工
期
限
は
本
年
十
月

頃
な
り
と
云
ふ

　

姫
埼
灯
台
の
建
設
期
間
は
、
前
記
の
逓
信
省
第
十
年
報
の
と

お
り
約
５
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
す
が
、
2
ヶ
月
が
過
ぎ
た
こ

の
時
期
も
ま
だ
灯
台
の
建
設
は
開
始
さ
れ
ず
、
横
浜
の
航
路
標

従
し
て
い
ま
す
。
明
治
2８
年
６
月
１
日
付
の
新
潟
新
聞
に
は
次

の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

〇�

航
路
標
識
建
築
技
手　

児
玉
慶
蔵
氏
は
佐
渡
賀
茂
郡
富
岡
村

大
字
大
川
姫
崎
へ
燈
臺
建
築
設
計
の
た
め
過
日
同
地
へ
赴
か

れ
し
處

と
こ
ろ　

諸
事
調
済
の
上
一
昨
日
来
港
東
仲
通
二
番
町
吉
田

か
ね
方
へ
投
宿
せ
り

　

国
立
公
文
書
館
蔵
の
児
玉
氏
の
奉
任
官
申
請
書
に
添
付
の
履

歴
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
元
年
１
月
2１
日
生
と
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
姫
埼
灯
台
建
設
時
は
若
干
2６
歳
の
若
手
の
技
手
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
明
治
2３
年
９
月
に
雇
と
し
て
燈
台
局
に
入
局
し
、
鴛

泊
灯
台
（
北
海
道
）
建
設
工
事
を
終
え
た
同
2５
年
１2
月
に
航
路

標
識
管
理
所
技
手
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
鉄
造
灯
台
の
み
な

ら
ず
明
治
期
の
難
工

事
で
特
筆
さ
れ
る
伏

瀬
灯
標
（
長
崎
県
）

な
ど
日
本
全
土
の

様
々
な
灯
台
建
設
を

手
掛
け
、
大
正
7
年

に
破
格
の
技
師
に
昇

格
し
、
大
正
１2
年
ま

児玉慶蔵技手　明治30年 8 月
撮影航路標識管理所職員集合
写真より（個人蔵）
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ハ　

本
月
三
十
一
日
迄
ニ
テ
凡
五
分
五
厘
ニ
至
レ
リ

同
８
月
燈
台
局
報
告　

官
報
６４
号
掲
載

前
月
報
告
書
ニ
記
載
セ
シ
摂
津
国
和
田
岬
燈
臺
改
築
用
ノ
為

メ　

本
局
工
場
ニ
於
テ
鋳
造
セ
ル
鉄
造
燈
臺
假
組
立
ノ
工
程

ハ　

本
月
卅
一
日
ニ
至
リ
凡
七
分
ト
ス

同
９
月
燈
台
局
報
告　

官
報
９９
号
掲
載

前
月
報
告
書
ニ
記
載
セ
シ
摂
津
国
和
田
岬
燈
臺
改
築
用
ノ
為

メ　

本
局
工
場
ニ

於
テ
鋳
造
セ
ル
鉄

造
燈
臺
假
組
立
ノ

工
程
ハ　

本
月
三

十
日
迄
ニ
テ
凡
八

分
五
厘
ト
ス

同
１０
月
燈
台
局
報
告　

官
報
１
２
４
号
掲
載

前
月
報
告
書
ニ
記

載
セ
シ
摂
津
国
和

田
岬
燈
臺
改
築
用

ノ
為
メ　

本
局
工

識
管
理
所
で
部
材
の
組
立
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
横
浜
で
の
仮

組
立
は
、
前
号
の
「
伏
木
灯
台
」
で
紹
介
し
た
と
お
り
木
造
灯

台
も
同
じ
で
し
た
。
明
治
期
、
鉄
造
灯
台
や
木
造
灯
台
の
多
く

は
、
横
浜
で
部
材
を
一
度
組
上
げ
た
後
に
解
体
し
た
も
の
を
、

現
地
に
搬
入
し
て
い
ま
し
た
。
鉄
造
灯
台
は
、
お
雇
い
外
国
人

の
技
術
者
が
全
て
去
っ
た
後
に
日
本
人
だ
け
の
手
で
建
て
ら
れ

た
鉄
造
和
田
岬
灯
台
か
ら
既
に
こ
の
工
程
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
櫓
構
造
の
木
造
和
田
岬
灯
台
は
、
明
治
１7
年
３
月
１
日
に

鉄
造
灯
台
に
改
築
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鉄
造
和
田
岬
灯
台
誕
生
ま

で
の
過
程
が
、
草
創
期
の
官
報
の
毎
月
の
燈
台
局
報
告
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
姫
埼
灯
台
同
様
に
、
横
浜
の
燈
台
局
構
内
で

組
み
立
て
ら
れ
分
解
さ
れ
た
も
の
が
現
地
に
運
び
こ
ま
れ
て
い

た
事
実
が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

明
治
１６
年
６
月
燈
台
局
報
告　

官
報
１３
号
掲
載

摂
津
国
和
田
岬
燈
臺
改
築
用
ノ
タ
メ　

本
局
工
場
ニ
於
テ
鋳

造
セ
ル
鐵
造
燈
臺
假
組
立
ノ
工
程
ハ
本
月
三
十
日
迄
ニ
テ
凡

お
よ
そ

五
分
ニ
至
レ
リ

同
７
月
燈
台
局
報
告　

官
報
３２
号
掲
載

前
月
報
告
書
ニ
記
載
セ
シ
摂
津
国
和
田
岬
燈
臺
改
築
用
ノ
為

メ　

本
局
工
場
ニ
於
テ
鋳
造
セ
ル
鉄
造
燈
臺
假
組
立
ノ
工
程

燈台寮構内敷地中央の仮組立中の構造物（中央左）
燈光昭和 9 年 3 月号掲載
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ノ
工
ヲ
畢お

へ　

鐵
柱
組
建
外
側
羽
目
鐵
板
張
等
ノ
施
工
中
ナ

リ　

其
ノ
工
程
仝
月
三
十
一
日
迄
ニ
テ
凡
六
分
ト
ス

同
２
月
燈
台
局
報
告　

官
報
２
０
８
号
掲
載

前
月
報
告
書
ニ
記
載
セ
シ
摂
津
国
和
田
岬
改
築
燈
臺
鐵
柱
組

建
ノ
工
事
ハ
去
ル
一
月
十
日
ヲ
以
テ
其
ノ
工
ヲ
畢お

へ　

爾
後

燈
籠
鉄
製
ノ
部
分
組
織
ニ
着
手
シ　

其
ノ
他
外
側
羽
目
鉄
板

張
并
ニ
内
部
造
作
ノ
施
工
中
ニ
シ
テ
此
ノ
工
程
仝
月
三
十
一

日
迄
ニ
テ
凡
七
分
五
厘
ト
ス

同
３
月
燈
台
局
報
告　

官
報
２
３
３
号
掲
載

前
月
報
告
書
ニ
記
載
セ
シ
摂
津
国
和
田
岬
改
築
燈
臺
燈
籠
ノ

組
立
及
外
側
羽
目
張
内
部
造
作
等
ノ
工
事
ハ　

同
年
二
月
廿

場
ニ
於
テ
鋳
造
セ
ル
鉄
造
燈
臺
假
組
立
ハ
本
月
十
六
日
工
ヲ

畢お

へ　

仝
十
七
日
ヨ
リ
撤
却
ニ
着
手
シ　

仝
廿
五
日
ニ
至
リ

該
工
全
ク
了お

わ

リ　

爾
後
明
治
丸
ニ
搭
載
シ　

彼
地
ヘ
輸
送
ノ

準
備
ヲ
ナ
ス

同
１１
月
燈
台
局
報
告　

官
報
１
３
９
号
掲
載

摂
津
国
和
田
岬
燈
臺
改
築
ノ
地
所
開
拓
ハ
十
月
十
五
日
ヨ
リ

着
手
シ
仝
月
三
十
一
日
ニ
至
リ
此
ノ
工
畢お

え

ル

燈
臺
基
礎
石
ハ
専
ラ
細
工
中　

其
ノ
他
資
用
ノ
物
品
需
求
運

搬
中
ニ
係
ル
モ
ノ
ヲ
併
セ
テ
十
月
卅
一
日
迄
ノ
工
程
凡
三
分

ト
ス

西
南
海
岸
諸
標
巡
検
復
命
書　

官
報
１
７
１
号
掲
載

和
田
岬
燈
臺　

燈
明
器
械
其
ノ
外
異
常
ナ
シ　

該
燈
臺
ハ　

鉄
造
ニ
改
築
ノ
筈
ナ
ル
カ
故
ニ　

今
回
明
治
丸
ヲ
以
テ
鉄
柱

鉄
梁
其
ノ
他
建
築
ノ
用
ニ
供
ス
ベ
キ
物
品
ヲ
運
搬
シ　

兼
ネ

テ
出
張
ノ
技
手
ヲ
シ
テ
直
ニ
組
立
ノ
工
事
ニ
着
手
セ
シ
メ　

本
年
二
月
中
其
ノ
工
ヲ
訖お

フ
ル
ノ
見
込
ナ
リ

明
治
１７
年
１
月
燈
台
局
報
告　

官
報
１
８
８
号
掲
載

昨
年
報
告
書
ニ
記
載
セ
シ
摂
津
国
和
田
岬
燈
臺
改
築
ノ
工
事

ハ　

同
年
十
二
月
十
四
日
ニ
至
リ
基
礎
三
和
土
築
造
及
石
据

鉄造に改築直後の和田岬灯台
（燈光会蔵）
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ス
チ
ー
ム
ハ
ン
マ
ー

（
蒸
気
鎚
）
が
設
置

さ
れ
、
灯
台
の
灯
籠

や
機
器
、
細
か
な
部

材
ま
で
鉄
製
品
の
す

べ
て
が
専
属
の
技
術

職
工
た
ち
に
よ
り
製

造
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
同
書
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

姫
埼
灯
台
の
鉄
材

も
横
浜
の
航
路
標
識
管
理
所
（
燈
台
局
）
工
場
製
で
あ
る
こ
と

は
、明
治
2８
年
7
月
2５
日
発
行
の
運
輸
交
通
業
務
指
針
「
交
通
」

第
１１
巻
１
１
０
号
に
次
の
と
お
り
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

新
設
燈
台　

本
年
度
に
設
立
さ
る
べ
き
新
燈
台
の
中
に
て
佐佐

渡
の
姫
崎

渡
の
姫
崎
、
羽
後
の
酒
田
島
、
讃
岐
の
男
木
島
、
伯ほ

う

耆き

の
酒

匂
港
の
分
は
既
に
横
濱
航
路
標
識
管
理
所
附
属
製
作
場
に
製

作
済
と
な
り
た
れ
ば
、
遠
か
ら
ず
設
置
地
の
工
事
に
着
手
す

べ
し
と

九
日
ニ
至
リ
竣
成
シ
タ
ル
ヲ
以
テ　

本
月
一
日
午
前
ヨ
リ
舊

燈
臺
ノ
燈
明
器
械
ヲ
取
外
シ　

新
燈
臺
ヘ
転
移
装
置
ニ
着
手

シ　

同
日
午
後
ニ
至
リ
テ
其
ノ
工
ヲ
畢お

へ　

同
日
ノ
夜
ヨ
リ

點
火
セ
リ

　

和
田
岬
灯
台
も
姫
埼
灯
台
と
同
じ
様
に
、
鉄
材
を
現
地
に
搬

入
し
て
約
３
ヶ
月
後
に
灯
台
は
竣
工
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
灯

台
の
鉄
材
は
、
燈
台
局
工
場
で
鋳
造
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
2３
年
作
成
の
燈
台
局
工
場
の
詳
細

が
記
さ
れ
た
「
横
濱
燈
臺
局
工
場
沿
革
及
之
ヲ
置
ク
ヲ
必
要
ト

ス
ル
理
由
書
」（
燈
光
会
蔵
）
に
は
、
明
治
１３
年
９
月
～
同
2３
年

３
月
ま
で
に
鉄
造
灯
塔
が
7
基
も
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
、
製
鉄
施
設
の
変
遷
が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　

�

明
治
十
年
十
月　

曩さ
き

ニ
創
建
セ
ル
冶や

工こ
う

所し
ょ

ノ
一
隅
ヲ
区
画
シ

テ
鋳
物
所
ト
ナ
シ　

溶
炉
ヲ
設
ケ
テ
諸
般
ノ
機
械
鋳
造
ノ
業

ヲ
興
ス　

仝
十
三
年
九
月
冶
工
所
ニ
蒸
気
鎚
ヲ
設
ケ
テ
鉄
材

鍛
錬
ノ
業
ヲ
興
ス

　

＊
冶や

工こ
う　

 

鉱
石
か
ら
金
属
を
吹
き
分
け
、
ま
た
は
金
属
を
鋳
造

す
る
職
工
（
日
本
国
語
大
辞
典
）。

　

横
浜
の
燈
台
局
工
場
に
は
、
明
治
初
期
か
ら
既
に
熔
鉱
炉
や

初代試験灯台と冶工所
（燈光会蔵）
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型
と
同
様
に
造
ら
れ
、
最
大
の
鉄
造
灯
台
は
自
立
型
の
高
さ
１2

丈
の
北
島
灯
台
（
台
湾
）
で
し
た
。
今
も
名
称
を
目
斗
嶼
灯
台

と
変
更
し
、
改
築
さ
れ
ず
当
時
の
鉄
造
灯
台
の
ま
ま
現
役
灯
台

と
し
て
顕
在
で
す
。ブ
ラ
ン
ト
ン
型
の
３
基
も
自
立
型
で
す
が
、

付
属
舎
の
有
無
の
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
は
鉄
骨
構
造
の
６
基
で
す
。
明
治
後
期
に
造
ら

れ
た
港
の
突
堤
に
設
置
さ
れ
た
無
人
灯
台
に
多
く
見
ら
れ
、
大

正
期
以
降
も
各
地
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
横
浜
港
の
2
基
は
、
有

人
灯
台
で
あ
っ
た
た
め
、
脚
部
の
み
が
鉄
骨
で
、
灯
塔
は
鋼
板

で
覆
わ
れ
た
多
角
形
の
構
造
で
あ
る
た
め
、
脚
部
鉄
骨
構
造
型

と
し
て
分
け
ま
し
た
。

　

最
後
の
鉄
柱
型
４
基
の
中
で
、
広
島
湾
内
に
あ
っ
た
小
那
沙

美
島
灯
台
が
、
鉄
造
灯
台
で
は
最
も
小
さ
な
も
の
で
し
た
。
現

在
、
明
治
村
で
保
存
灯
台
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
期
の
多
く
の
鉄
造
灯
台
が
姿
を
消
し
た
中
で
、
姫
埼
灯

台
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
最
大
の
北
島
灯
台
と
最
小
の
小
那
沙

美
島
灯
台
が
今
日
も
健
在
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
の
鉄
造
灯
台

史
を
研
究
す
る
う
え
で
非
常
に
興
味
深
い
事
実
で
す
。

姫
埼
灯
台
の
生
活

　

姫
埼
灯
台
は
点
灯
開
始
か
ら
職
員
2
名
が
配
置
さ
れ
、
灯
台

構
内
の
退
息
所
に
家
族
と
共
に
暮
ら
し
、
灯
火
を
灯と

も

し
続
け
て

明
治
期
の
鉄
造
灯
台

　

明
治
期
、
お
雇
い
外
国
人
を
含
む
日
本
人
が
設
置
し
た
鉄
造

灯
台
は
、
最
初
の
伊
王
島
灯
台
（
明
治
４
年　

長
崎
）
か
ら
最

後
の
東
吉
島
灯
台
（
明
治
４４
年　

台
湾
）
ま
で
総
数
４7
基
に
及

び
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
帰
国
後
の
鉄
造
灯
台
に

つ
い
て
は
、
写
真
一
覧
の
と
お
り
、
高
さ
と
構
造
に
よ
り
分
類

分
け
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

最
も
多
く
造
ら
れ
た
の
は
、
姫
埼
灯
台
の
よ
う
な
灯
塔
を
支

柱
で
支
え
た
支
柱
支
持
型
の
鉄
造
灯
台
１６
基
で
す
。
特
徴
は
全

て
高
さ
４
丈
以
上
（
約
１2
メ
ー
ト
ル
）
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

姫
埼
灯
台
と
同
じ
４
丈
代
の
全
く
同
型
の
も
の
が
、
台
湾
を
含

む
日
本
各
地
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
構
造
の
灯
台
は
、

明
治
３５
年
の
大
濱
灯
台
を
最
後
に
短
期
間
し
か
造
ら
れ
な
か
っ

た
明
治
期
特
有
の
鉄
造
灯
台
で
し
た
。
姫
埼
灯
台
は
、
そ
の
最

後
の
灯
台
と
し
て
健
在
で
あ
る
こ
と
は
、
非
常
に
幸
運
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
多
い
の
は
灯
塔
に
支
柱
が
な
い
自
立
型
の
１４
基
で
す
。

室
戸
岬
灯
台
、
関
埼
灯
台
、
石
狩
灯
台
な
ど
、
こ
の
自
立
型
鉄

造
灯
台
が
現
在
一
番
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
特
徴
は
、
４１
年
の

石
狩
灯
台
を
除
き
、
大
半
が
高
さ
４
丈
未
満
で
小
型
の
も
の
が

多
い
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
１０
丈
以
上
の
も
の
も
、
支
柱
支
持
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き
ま
し
た
。
昭
和
４
年
３
月
に
発
行
の
時
事
新
報
社
編
集
「
我

等
の
燈
臺
守
」
に
は
、
同
社
の
記
者
が
見
た
当
時
の
姫
埼
灯
台

の
様
子
が
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

断
崖
の
背
を
抜
け
る
と
、
ぱ
っ
と
眼
下
に
海
が
展ひ

ら

け
た
。
こ

れ
が
姫
埼
の
突
端
で
あ
っ
た
。
波
打
際
の
岩
盤
か
ら
盛
り
上
が

っ
た
百
坪
位
の
平
地
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
に
取
り
囲
ま
れ

た
、
真
っ
白
な
舊

（
旧
）

式し
き

の
洋
館
が
窮
屈
そ
う
に
建
ち
、
東
側
の
物

置
き
を
隔
て
て
、
さ
さ
や
か
な
野
菜
畑
が
眼
に
入
っ
た
。
黄
色

い
花
を
つ
け
た
南
瓜
が
深
々
と
畑
の
石
垣
を
埋
め
て
ゐ
た
。
こ

の
平
地
か
ら
芝
生
の
急
斜
面
の
上
に
真
っ
白
い
燈
臺
が
眼
の
痛

い
ほ
ど
強
い
真
昼
の
日
光
を
反
射
し
て
屹つ

っ

立た

っ
て
ゐ
た
。
芝
生

の
急
斜
面
で
板
に
乗
っ
て
す
べ
っ
て
ゐ
た
女
の
子
が
、
笑
顔
を

残
し
て
駆
け
込
む
と
、
燈と

う

臺だ
い

守も
り

の
制
服
姿
に
き
ゃ
し
や
な
青
年

が
現
は
れ
、
続
い
て
女
の
人
達
が
ど
や
ど
や
と
出
て
来
た
。
制

服
の
人
は
燈
臺
長
「
持
田
實
平
」
氏
（
三
七
）
だ
っ
た
。「
や
あ
、

ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
よ
、
毎
日
あ
な
た
方
の
噂
で
持
ち
切
り
で
し

た
」
と
燈
臺
長
は
ま
る
で
舊ふ

る

い
友
達
に
あ
っ
た
と
云
う
風
だ
っ

た
。
女
の
子
達
は
芝
生
の
斜
面
を
風
の
や
う
に
走
り
廻
っ
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
箱
の
中
へ
日
本
家
屋
を
入
れ
た
や
う
な
官

舎
の
玄
関
は
、
六
畳
の
応
接
室
に
な
り
、
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
を

置
い
て
色
刷
り
の
絵
附
録
、
寒
暖
計
、
時
計
が
あ
る
き
り
、
右

手
の
窓
に
は
松
葉
牡
丹
の
鉢
が
針
金
で
ぶ
ら
さ
げ
て
あ
っ
た
。

こ
の
応
接
室
を
境
に
左
の
六
畳
間
に
燈
臺
長
、
妻
君
の
は
る
子

（
三
五
）
長
女
春は

る

實み

（
一
一
）
次
女
澄す

み

恵え

（
九
）
の
四
人
の
家

族
が
住
ん
で
ゐ
た
。
右
手
の
二
間
に
は
、
若
い
燈
臺
守
の
菊
地

鷲
男
さ
ん
（
二
七
）
と
、
妻さ

い

君く
ん

の
み
さ
を
さ
ん
（
二
二
）
が
居

た
。
菊
地
さ
ん
は
今
春
練
習
所
を
出
て
、
五
月
に
赴
任
し
て
来

た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
結
婚
式
を
挙
げ
た
そ
の
足
で
島
流
し
の

や
う
に
な
っ
た
花
嫁
の
み
さ
を
さ
ん
は
、
島
へ
来
て
し
ば
ら
く

す
る
と
憂
鬱
に
な
っ
た
。
気
分
が
重
々
し
く
な
っ
た
ば
か
り
で

な
く
、
身か

ら
だ體
も
弱
っ
て
来
た
。「
帰
り
た
い
？
」
―
菊
地
さ
ん

は
若
い
妻
を
優
し
く
慰
め
た
。「
い
い
え
、
自
分
で
も
わ
か
り

当時の絵葉書に写る姫埼灯台
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た
。

　

燈
臺
長
は
「
海
へ
行
っ
て
晩
の
御
馳
走
を
獲と

っ
て
き
ま
し
ょ

う
」と
立
ち
上
が
っ
た
。「
毎
日
海
と
睨
め
っ
こ
を
し
て
ゐ
る
と
、

眼
が
漁
師
の
や
う
に
な
り
ま
す
。
夫そ

れ

に
気
を
ま
ぎ
ら
せ
る
に
は

釣
り
が
一
等
で
す
ね
。
釣
り
が
我
々
仲
間
の
芝
居
や
活
動
見
物

で
し
て
ね
、
私
な
ど
は
方ほ

う

々ぼ
う

転
任
し
て
ゐ
る
中う

ち

に
、
潮
の
具
合

で
ど
ん
な
魚
が
と
れ
る
か
チ
ャ
ン
と
わ
か
る
や
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
慢
ぢ
ゃ
な
い
で
す
が
、
姫
埼
で
鯛
を
釣
り
始
め
た
の
は

私
で
す
。
赴
任
し
て
す
ぐ
濱
へ
行
っ
て
見
る
と
、
こ
の
海
な
ら

ど
う
し
て
も
鱸

す
ず
き

が
つ
く
筈
だ
と
思
っ
て
、
や
っ
て
見
る
と
、
ど

ん
ど
ん
上
が
っ
て
く
る
の
で
す
。
土
地
の
漁
師
も
驚
い
て
私
の

ま
せ
ん
の
」
若
い
妻
は
ぽ
か
ん
と
考
へ
こ
む
ば
か
り
で
あ
っ

た
・「
神
経
衰
弱
だ
ら
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
医
者
に
診
て

貰も
ら

ふ
と
、
そ
れ
が
お
目
出
度
い
話
な
の
で
、
す
っ
か
り
安
心
し

ま
し
た
が
…
」
燈
臺
長
の
妻
君
は
、
若
い
燈
臺
守
夫
妻
を
笑
っ

て
「
ど
ん
な
淋
し
い
處
で
も
子
供
が
生
れ
る
と
大
抵
辛し

ん

棒ぼ
う

が
出

来
る
や
う
で
す
よ
」
と
言
っ
た
。「
だ
が
俺
達
の
や
う
に
寂
し

い
と
云
ふ
事
を
忘
れ
て
、
却
っ
て
呑の

ん

気き

者も
の

に
な
っ
て
終し

ま

っ
た
や

う
で
も
、
も
の
足
ら
ん
な
…
」
と
燈
臺
長
は
快
活
に
笑
っ
た
。

こ
の
わ
れ
と
わ
が
心
を
孤
独
に
馴な

ら
し
、
寂せ

き

寞ば
く

に
す
り
へ
ら
し

て
行
く
人
達
…
。

　

風
よ
け
の
高
い
石
垣
を
め
ぐ
ら
し
た
西
洋
館
の
中
は
、
う
だ

る
様
に
あ
つ
か
っ
た
。
人ひ

と

懐な
つ

こ
い
春
實
さ
ん
と
澄
恵
さ
ん
が
、

後
へ
廻
っ
て
団う

ち
わ扇
で
送
っ
て
く
れ
る
風
に
、
強
い
白
百
合
の
か

ほ
り
が
送
ら
れ
て
き
た
。
岩
盤
の
上
に
立
っ
た
姫
埼
の
突
端
に

は
水
が
湧
か
な
い
。
雑
用
水
は
屋
根
の
雨あ

ま

樋ど
い

を
引
い
て
四
個
の

大
タ
ン
ク
に
貯

た
く
わ

へ
る
が
、
飲
料
水
は
海
岸
の
部
落
か
ら
運
び
上

げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
仕
事
は
月
四
圓え

ん

で
村
の
人
が
請

け
負
っ
て
、
朝
夕
二
回
燈
臺
へ
運
ん
で
き
た
。
月
四
圓
の
水
代

は
東
京
の
水
道
代
以
上
の
重
い
負
担
で
あ
る
。
菊
地
さ
ん
の
若

い
妻
君
は
「
雨
水
で
米
を
と
い
で
、
買
っ
た
水
で
洗
ひ
上
げ
ま

す
が
、
其そ

の

度た
び

に
心
細
く
て
気
が
め
い
り
ま
す
」
と
こ
ぼ
し
て
ゐ

「我等の燈臺守」の姫埼灯台記事の挿
し絵（燈光会蔵）
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た
の
で
、
誰
か
春
實
さ
ん
を
呼
ん
で
ゐ
る
の
だ
と
思
っ
て
飛
び

出
し
て
見
た
ら
、
カ
ケ
ス
が
き
て
ゐ
た
と
云
ふ
話
が
あ
る
の
で

す
。
何
し
ろ
こ
ん
な
淋
し
い
處

と
こ
ろ

で
す
か
ら
、
二
人
と
も
カ
ケ
ス

を
お
友
達
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
ん
で
す
よ
」

　

岬
は
暮
れ
始
め
た
。

　

若
い
燈
臺
守
の
菊
地
さ
ん
の
あ
と
か
ら
、
四
十
尺
の
高
楼
の

内
側
部
か
ら
螺
旋
梯
子
を
昇
っ
て
行
っ
た
。
硝
子
か
ら
焼
け
こ

ん
だ
頂
上
の
燈
室
は
、
む
っ
と
す
る
ほ
て
り
だ
。
圧
搾
空
気
で

石
油
を
送
っ
て
瓦ガ

斯ス

化か

す
る
装
置
は
、
千
二
百
燭
光
の
ル
ッ
ク

ス
小
型
式
だ
が
、
こ
れ
が
三
十
四
年
間
佐
渡
の
海
を
見
守
っ
た

燈
臺
で
あ
る
と
思
ふ
と
、
パ
ッ
と
火
を
入
れ
た
瞬
間
に
一
種
敬

虔
な
心
持
が
湧
い
た
。

　

外
廊
へ
出
て
欄
干
に
つ
か
ま
っ
て
断
崖
は
る
か
に
見
下
ろ
す

と
、
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
。
対
岸
の
山
々
は
刻
一
刻
黄
昏
の
色
に
姿

を
没
し
て
行
き
、
前
面
の
沖
合
は
る
か
に
、
い
か
取
り
船
の
火

が
何ど

處こ

迄ま
で

も
つ
づ
い
て
き
ら
め
き
始
め
た
。
大
佐
渡
の
突
端
に

ピ
カ
ッ
と
稲
妻
が
光
っ
た
。
そ
れ
は
明
日
訪
れ
や
う
と
云
ふ
弾

埼
の
燈
臺
に
火
が
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
御
馳
走
が
出
来
ま
し
た
ぞ
」
下
か
ら
燈
臺
長
の
大
き
な
聲こ

え

が

し
た
。
降
り
て
行
く
と
、
夕
闇
の
中
に
燈
臺
長
の
笑
顔
が
見
え

た
。「
さ
あ
行

ぎ
ょ
う

水ず
い

を
つ
か
っ
て
下
さ
い
。買か

い

水み
ず

を
す
る
燈
臺
ぢ
ゃ
、

處
へ
聞
き
に
く
る
と
い
ふ
騒
ぎ
で
し
た
」
と
得
意
だ
っ
た
。

　

菊
池
さ
ん
と
春
實
さ
ん
、
澄
恵
さ
ん
の
二
少
女
と
裏
の
野
菜

畑
を
見
て
廻
る
。
ト
マ
ト
が
な
か
な
か
上
出
来
だ
。

「
春
實
さ
ん
も
、
澄
恵
ち
ゃ
ん
も
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に

可
愛
が
ら
れ
て
ば
か
り
ゐ
る
ん
で
せ
う
」

姉
の
春
實
さ
ん
が
「
い
い
え
、し
か
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

転
任
の
時
に
置
い
て
行
く
と
言
は
れ
る
と
そ
れ
あ
恐
い
の
」

　

妹
の
澄
恵
ち
ゃ
ん
が
眼
を
圓ま

る

く
し
て
「
お
父
さ
ん
が
そ
う
言

ふ
と
、
わ
た
し
は
泣
く
の
」

「
じ
ゃ
転
任
な
ん
か
せ
ず
に
、
何
時
迄
も
こ
こ
に
ゐ
た
方
が
い

い
で
せ
う
」

　

春
實
さ
ん
が
「
だ
っ
て
私
、
も
う
二
年
す
る
と
學
校
を
卒
業

す
る
ん
だ
も
の
、
お
父
さ
ん
が
東
京
の
女
學
校
へ
や
る
っ
て
言

っ
て
ま
す
の
だ
け
ど
私
、
鳥
の
お
友
達
に
別
れ
る
の
が
い
や
」

「
ほ
ほ
う
、
鳥
の
お
友
達
？
」

「
え
ゝ
そ
れ
あ
可
愛
い
の
、
私
の
名
前
を
呼
ぶ
カ
ケ
ス
さ
ん
が

ゐ
る
の
」

　

菊
池
さ
ん
が
笑
ひ
出
し
て
「
ま
る
で
お
伽と

ぎ

噺ば
な
しの
や
う
な
話
で

す
が
、
こ
こ
へ
は
カ
ケ
ス
が
大
勢
や
っ
て
き
ま
し
て
ね
「
は
ア

さ
ん
、
は
ア
さ
ん
」
と
鳴
く
ん
で
す
が
、
何
で
も
或
時
臺だ

い

所ど
こ
ろで

働
い
て
ゐ
た
お
母
さ
ん
が
「
は
ア
さ
ん
、
は
ア
さ
ん
」
と
聞
い
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静
ま
り
返
っ
た
空
と
海
と
、
単
調
な
波
の
ひ
び
き
を
相
手
に
、

燈
臺
長
は
何
時
ま
で
も
ほ
ろ
ほ
ろ
と
吹
き
つ
づ
け
て
ゐ
る
。
大

自
然
と
溶
け
合
っ
た
や
う
な
燈
臺
長
の
姿
を
崇そ

う

厳ご
ん

の
念
に
打
た

れ
て
仰
い
だ
。
あ
の
如
何
に
も
楽
天
家
ら
し
い
燈
臺
長
が
秘
め

て
ゐ
る
孤
独
感
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
眼め

の
前
に
見
せ
つ
け
ら
れ
た

や
う
で
、
自
分
も
深
い
寂
寞
に
襲
わ
れ
て
、
黙
然
と
仰
ぎ
つ
く

し
た
。

　

最
後
に
書
か
れ
た
灯
台
長
の
尺
八
の
話
は
、
あ
ま
り
に
も
抒

情
的
で
作
り
話
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
昭
和
３１
年
の
高
知

新
聞
に
琵
琶
を
奏
で
る
叶

か
な
え

埼さ
き

灯
台
長
の
写
真
付
き
の
紹
介
記
事

が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
記
者
は
本
当
に
灯
台
長
の
尺
八
の

音
が
響
き
渡
る
姫
埼
灯
台
の
幻
想
的
な
光
景
に
出
く
わ
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鉄
造
灯
台
の
行
く
末

　

ち
ょ
う
ど
１０
年
前
の
猛
暑
の
夏
に
、
愚
生
も
長
女
と
共
に
姫

埼
灯
台
を
訪
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
灯
台
の
娘
た
ち
が
、
板
に
乗

っ
て
滑
り
降
り
て
い
た
急
斜
面
の
芝
生
は
、
樹
木
と
夏
草
に
す

っ
か
り
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
職
員
と
家
族
が
暮
ら
し
た
官
舎

は
、
中
の
間
仕
切
が
取
り
払
わ
れ
、
レ
ン
ズ
や
灯
器
な
ど
が
展

示
す
る
灯
台
資
料
館
に
な
っ
て
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
２
０

こ
れ
が
何
よ
り
の
御
馳
走
だ
と
思
っ
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
又

聲こ
わ

高だ
か

に
笑
っ
た
。
盥

た
ら
い

の
中
に
湯
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
が
置
い
て
あ

っ
た
。
如
何
に
も
水
の
つ
ま
し
い
燈
臺
ら
し
い
な
と
思
っ
た
。

湯
を
あ
け
て
盥
の
中
に
座
る
と
、
冷
た
い
風
が
背
中
を
吹
い
て

通
る
。
何
と
も
言
へ
な
い
い
ゝ
気
持
ち
で
湯
を
あ
び
る
。
臺だ

い

所ど
こ
ろ

口
の
戸
外
で
は
、
細
君
が
石
油
罐
に
鍋
を
か
け
て
頻し

き

り
に
火
を

吹
い
て
ゐ
る
。
そ
の
側
で
燈
臺
長
は
か
た
こ
と
音
を
立
て
ゝ
、

今
日
の
獲
物
を
割
い
て
ゐ
る
ら
し
い
気け

配は
い

だ
っ
た
。

　

燈
臺
長
の
心
づ
く
し
の
晩
餐
が
、
ラ
ン
プ
の
光
の
下も

と

で
始
ま

っ
た
。
細
君
が
チ
ャ
ブ
臺だ

い

が
小
さ
い
と
言
っ
た
ら
、
燈
臺
長
は

「
こ
れ
、
こ
れ
」
と
ビ
ー
ル
箱
を
二
つ
並
べ
て
、
一
枚
の
戸
を

も
っ
て
き
て
そ
の
上
に
の
せ
た
。「
ど
う
で
す
、
燈
臺
じ
ゃ
戸

が
食
卓
の
代
理
を
勤
め
る
時
も
あ
る
の
で
す
」
と
笑
っ
た
。
菊

地
さ
ん
夫
妻
、
春
實
さ
ん
、
澄
恵
さ
ん
も
新
し
い
お
客
さ
ん
を

迎
へ
て
大
悦
び
、
東
京
の
話
が
大
も
て
で
食
卓
を
賑
し
た
。

　

何
時
頃
だ
っ
た
ろ
う
、
自
分
は
ふ
と
奇
妙
な
幻
想
に
襲
わ
れ

て
め
ざ
め
た
。
頭
が
は
っ
き
り
す
る
と
、
何ど

處こ

か
ら
か
、
ほ
ろ

ほ
ろ
と
泣
く
や
う
な
尺
八
の
音ね

が
ひ
び
い
て
く
る
。
窓
を
あ
け

て
外
へ
顔
を
出
す
と
、
燈
臺
の
て
っ
ぺ
ん
の
外
廊
に
、
光
を
顔

の
反
面
に
受
け
て
立
っ
て
ゐ
る
燈
臺
長
の
黒
い
姿
を
認
め
た
。
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年
が
過
ぎ
た
鉄
造
灯
台
は
、
綺
麗
に
塗
装
さ
れ
て
は
い
ま
し
た

が
、
さ
す
が
に
各
所
に
錆
や
腐
蝕
が
夥
し
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

各
地
に
残
る
１
０
０
年
以
上
経
過
し
た
石
造
灯
台
に
比
べ
、
鉄

造
灯
台
は
材
質
上
定
期
的
な
入
念
な
手
当
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
果
た
し
て
、
姫
埼
灯
台
は
、
こ

の
先
何
年
こ
の
ま
ま
の
姿
で
残
さ
れ
て
い
く
の
か
と
今
後
の
行

く
末
を
案
じ
ま
し
た
。

　

今
回
、
海
外
の
鉄
造
灯
台
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
興
味
深
い

事
実
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
日
本
と
同
様
、
自
立
型
や

支
柱
支
持
型
の
１９
世
紀
の
鉄
造
灯
台
が
、
記
念
灯
台
や
現
役
の

灯
台
と
し
て
今
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ａ
が

１
９
９
８
年
に
定
め
た
世
界
の
灯
台
１
０
０
選
を
見
て
も
、
鉄

造
灯
台
は
2０
基
も
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
支
柱
支
持
型
の

灯
台
は
姫
埼
灯
台
を
含
め
５
基
に
も
及
び
ま
す
。
各
国
の
現
存

す
る
支
柱
支
持
型
の
灯
台
を
見
て
い
く
と
、
比
較
的
大
型
の
も

の
が
多
く
、
欧
州
よ
り
米
国
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
ら
れ
ま
す
。skeltal lighthouse

又
はSkeltal tow

er

と
称
さ
れ
た
各
国
の
灯
台
を
列
挙
す
る
と
、
姫
埼
灯
台
と
は
異

な
る
特
徴
が
確
認
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
付
属
舎
が

な
い
灯
塔
の
み
の
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
付
属
舎
は
灯
台
に
隣

接
し
て
別
棟
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
１６
基
の
支
柱
支
持

型
と
異
な
る
タ
イ
プ
に
も
見
え
て
き
ま
す
。
付
属
舎
が
備
え
ら

世界の灯台100選の自立型鉄造灯台（上段）と支柱支持型灯台 5 基（下段）
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世界の支柱支持型灯台

アメリカのskeltal lighthouse
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れ
て
い
た
日
本
のskeltal lighthouse

は
、
最
初
の
和
田
岬

灯
台
か
ら
日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
のskeltal lighthouse

と
し
て

日
本
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
のskeltal lighthouse

を
調
べ
て
い
く
中
で
、

１
９
１
０
年
設
置
の
歴
史
あ
る
鉄
造
灯
台
が
売
り
出
さ
れ
て
い

る
ネ
ッ
ト
広
告
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。
記
事
は
次
の
と
お
り

で
す
。

B
reakin

g�L
o
cal�N

ew
s�R
ep
o
rt�

２
０
２
５・
３
・
５

デ
ラ
ウ
エ
ア
州
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
発

連
邦
政
府
は
、R

eed
y�Islan

d
�R
an
ge�R

ear

灯
台
を
売

り
出
し
ま
し
た
。
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
に
あ
る
こ
の
灯
台
は
、
約

０
・
０
８
エ
ー
カ
ー
の
敷
地
に
立
つ
高
さ
１
３
４
フ
ィ
ー
ト（
約

４０
メ
ー
ト
ル
）
の
鋳
鉄
製
のskeltal�lightho

use
で
す
。

１
９
１
０
年
に
建
造
さ
れ
た
こ
の
灯
台
は
、
八
角
形
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
土
台
の
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、３５
フ
ィ
ー
ト（
約

９
・
６
メ
ー
ト
ル
）
の
正
方
形
の
土
台
か
ら
１０
フ
ィ
ー
ト
（
約

３
メ
ー
ト
ル
）
の
頂
上
ま
で
細
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
売
却
は
米
国
調
達
局
（
Ｇ
Ｓ
Ａ
）
が
担
当
し
て
お
り
、
不

動
産
専
門
家
が
連
絡
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
航
行
の
補
助
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
の
灯
台
は
、

現
在
、
余
剰
不
動
産
を
譲
渡
す
る
政
府
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
民
間
所
有
者
に

提
供
さ
れ
ま
す
。
こ

の
売
却
は
歴
史
的
な

灯
台
を
所
有
す
る
ま

た
と
な
い
機
会
と
な

り
ま
す
が
、
購
入
者

は
物
件
に
関
す
る
保

存
要
件
に
見
合
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

鉄
造
灯
台
の
成
れ

の
果
て
、
記
念
灯
台

と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
各
国
の
鉄
造
灯
台
も
発
錆
で
劣
化
が
ひ
ど
い
状
態
で
ネ
ッ
ト

上
に
数
多
く
出
て
い
ま
す
。
不
用
品
は
処
分
さ
れ
て
い
く
の
は

世
の
常
で
す
。
日
本
で
も
明
治
期
灯
台
の
石
造
官
舎
が
一
斉
に

売
り
に
出
さ
れ
た
事
例
や
、
過
去
の
航
路
標
識
の
撤
去
品
が
、

ガ
ラ
ス
片
や
鉄
く
ず
と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
る
現
況
で
す
。
記

念
灯
台
に
指
定
さ
れ
て
も
、
よ
り
多
く
の
手
間
と
費
用
を
要
す

る
鉄
造
灯
台
の
行
く
末
を
案
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

 

（
明
治
の
灯
台
の
話
7６　

姫
埼
灯
台
） Reedy island Range Rear灯台のsale広告
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海
上
保
安
官
と
一
緒
に
“
海
”
を�

学
ぼ
う
!!�

～
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
海
上�

保
安
庁
特
別
企
画
展
～�

�

＠
札
幌
市
青
少
年
科
学
館

　

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
は
、
令
和
７
年

4
月
２６
日
か
ら
５
月
６
日
の
間
、普
段
“
海
”

が
身
近
で
は
な
い
札
幌
市
在
住
の
子
供
た
ち

を
主
な
対
象
と
し
て
ま
ず
は
“
海
”
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
海
上
保
安
官

と
一
緒
に
“
海
”
を
学
べ
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
海
上
保
安
庁
特
別
企
画
展
」
を
札

幌
市
青
少
年
科
学
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

本
企
画
展
で
は
、
科
学
館
と
い
う
場
所
柄

や
子
供
向
け
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、

○ 

北
海
道
内
の
主
な
灯
台
の
紹
介
パ
ネ
ル

○ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
器
、
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
、
ガ

ス
灯
器

○ 
灯
台
擬
人
化
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介
動

画
・
パ
ネ
ル

○ 

海
の
環
境
保
全
パ
ネ
ル

○ 

う
み
が
め
マ
リ
ン
の
大
冒
険
パ
ネ
ル

○ 

3
Ｄ
海
底
地
形
図

○ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
啓
発
動
画
・

パ
ネ
ル

な
ど
を
展
示
し
、
最
終
２
日
間
は
海
上
保
安

官
を
配
置
の
う
え
、

○ 

海
の
環
境
ク
イ
ズ
大
会

○ 

海
を
守
ろ
う
！
油
回
収
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

○ 

地
球
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
成

○ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
作
成

○ 

制
服
試
着

○ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
試
着

な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
企
画
に
よ
り
来
館
者
を
お
出
迎
え
し

ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
は
約
１７
，０
０
０
人
の
方
が

同
科
学
館
を
訪
れ
、
多
く
の
方
に
灯
台
の
こ

と
や
海
洋
環
境
な
ど
、「“
海
”
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
」
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
さ
ら
に
多
く
の
方
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
取
組
み
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
企
画
展
開

催
に
あ
た
り
、
ご
後
援
を
賜
っ
た
公
益
社
団

法
人　

燈
光
会
様
、
会
場
を
ご
提
供
い
た
だ

い
た
札
幌
市
青
少
年
科
学
館
様
、
準
備
に
あ

た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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 （
第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
企
画
課
）

来場状況

灯台紹介パネル・灯器展示

海の環境クイズ大会

海を守ろう！油回収にチャレンジ

地球ペーパークラフト作成体験
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灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
「
特
別
賞
」

の
授
与
式
開
催
！

　

第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
で
は
、

燈
光
会
主
催
の
「
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
２
４
」
に
応
募
さ
れ
た
作
品
（
入
賞
作
品

を
除
く
。）
の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た
作
品

を
「
第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
長
特

別
賞
」
と
し
て
選
考
し
、
受
賞
者
に
表
彰
状

と
副
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
「
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
さ
れ

た
作
品
は
、
例
年
ど
れ
も
丁
寧
に
描
か
れ
て

お
り
、
灯
台
や
色
鮮
や
か
な
風
景
、
活
き
活

き
と
し
た
表
情
の
人
物
が
画
角
に
収
ま
り
、

見
て
い
る
人
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
、
同
コ
ン

テ
ス
ト
へ
応
募
さ
れ
た
作
品
の
展
示
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
は
、
東
北

地
方
か
ら
の
応
募
作
品
に
つ
い
て
、
優
秀
な

作
品
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、よ
り
一
層
、

東
北
地
方
の
若
い
世
代
に
対
し
、
灯
台
へ
の

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
第
二
管

区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
長
特
別
賞
」
を
設

け
た
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
選
考
の
結
果
、
小
学
生
低
学
年

の
部
は
、
い
わ
き
市
立
豊
間
小
学
校
（
福
島

県
）
１
年
の
鈴
木
愛
海
南
さ
ん
、
中
学
生
の

部
は
、
七
ヶ
浜
町
立
七
ヶ
浜
中
学
校
（
宮
城

県
）
１
年
の
末
永
飛
路
さ
ん
の
作
品
が
「
特

別
賞
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

授
与
式
で
は
、
お
二
人
と
も
緊
張
し
た
面

持
ち
で
し
た
が
、
拍
手
が
起
こ
る
と
笑
顔
を

見
せ
、
鈴
木
愛
海
南
さ
ん
か
ら
は
、「
お
花

が
い
っ
ぱ
い
の
灯
台
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
描
き
ま
し
た
。
灯
台
の
絵
を
描
く
の

が
好
き
。
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。」
と
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、末
永
飛
路
さ
ん
か
ら
は
、

「
海
が
好
き
で
、
海
を
強
調
し
て
く
れ
る
灯

台
を
描
こ
う
と
思
い
描
き
ま
し
た
。
賞
を
も

ら
え
て
う
れ
し
い
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

　

授
与
式
を
通
じ
、
よ
り
一
層
灯
台
へ
の
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

小学生低学年の部

作品名：「お花の灯台～こんな灯台あったらいいな～」
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第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、
今
後
も

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
灯
台
を
は
じ

め
、
海
上
保
安
業
務
に
よ
り
一
層
関
心
を
持

っ
て
貰
え
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

 

（
第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
）

碁
石
埼
灯
台
を
一
般
公
開�

～
設
置
６７
周
年
に
感
謝
を
込
め
て
～

　

碁
石
埼
灯
台
は
、
岩
手
県

の
大
船
渡
湾
口
を
標
す
海
の

道
し
る
べ
と
し
て
１
９
５
８

年
に
設
置
さ
れ
、
今
年
で
６７

周
年
と
、
恋
す
る
灯
台
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
日
本
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
協
会
・
日

本
財
団
）
ロ
マ
ン
ス
の
聖
地
認
定
９
周
年
を

迎
え
る
灯
台
で
す
。

　

こ
の
６７
周
年
と
、
令
和
６
年
に
新
た
に
航

路
標
識
協
力
団
体
に
指
定
さ
れ
た
大
船
渡
市

か
ら
の
例
年
の
要
望
に
応
え
５
月
3
日
と
4

日
、
碁
石
埼
灯
台
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
し

た
。

　

灯
台
は
、
碁
石
海
岸
ま
つ
り
の
ス
タ
ン
プ

中学生の部

作品名：「金華山灯台」

碁石埼灯台（岩手県大船渡市） パネル展示
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バ
ー
チ
ャ
ル
Ａ
Ｉ
Ｓ
航
路
標
識�

標
示
訓
練�

～
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
錨
泊
船
と�

重
要
施
設
の
安
全
の
た
め
に
～

　

６
月
１4
日
～
１７
日
、
大
型
台
風
が
接
近
し

た
場
合
等
に
錨
泊
船
と
海
上
空
港
な
ど
の
重

要
施
設
を
守
る
た
め
の
バ
ー
チ
ャ
ル
Ａ
Ｉ
Ｓ

航
路
標
識
※
標
示
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
大
型
台
風
の
接
近
等
で
災
害
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
錨
泊
船
が
走
錨
し
て

重
要
施
設
へ
衝
突
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、

重
要
施
設
周
辺
の
錨
泊
自
粛
区
域
等
を
バ
ー

チ
ャ
ル
Ａ
Ｉ
Ｓ
航
路
標
識
で
標
示
さ
せ
る
も

の
で
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
延
べ
８
名

の
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
技
術
官
が
4

日
間
に
亘
り
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
は
船
舶
の
事

故
防
止
と
海
上
空
港
等
の
重
要
施
設
の
安
全

確
保
に
努
め
ま
す
。

 

（
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
）

ラ
リ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
お
り
、
多

く
の
人
々
（
約
６
０
０
名
）
が
普
段
は
入
れ

な
い
碁
石
埼
灯
台
の
中
を
見
学
、
三
陸
海
岸

の
絶
景
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
見
学
者
に
「
灯
台
カ
ー
ド
」、「
灯

台
缶
バ
ッ
チ
」
や
「
の
ぼ
れ
る
灯
台
１６
基
冊

子
」
な
ど
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

釜
石
海
上
保
安
部
は
、
美
し
い
青
い
空
と

海
と
緑
の
大
地
、
自
然
豊
か
な
こ
の
三
陸
海

岸
で
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
、
安
全

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

 

（
釜
石
海
上
保
安
部
）

※ 

バ
ー
チ
ャ
ル
Ａ
Ｉ
Ｓ
航
路
標
識
：
船
舶
自

動
識
別
装
置
（
Ａ
Ｉ
Ｓ
）
の
機
能
を
利
用

し
て
、
実
際
に
存
在
し
な
い
航
路
標
識
を

レ
ー
ダ
ー
画
面
や
電
子
海
図
上
に
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
で
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
。

灯台内にスタンプラリーチェックポイ
ント（見学者には灯台カード等をプレ
ゼント）

海上空港周辺の錨泊自粛区
域のバーチャルAIS航路標
識による標示例

バーチャルAIS航路標識緊急標示訓
練の様子（14日）
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毎
年
５
月
連
休
明
け
の
恒
例
の
活
動
で
あ
り
ま
す
「
多
摩
東

陵
清
掃
奉
仕
」
を
、
５
月
１２
日
（
月
）
に
海
上
保
安
庁
の
現
役

及
び
Ｏ
Ｂ
の
会
員
有
志
及
び
燈
光
会
事
務
局
職
員
の
計
１１
名
で

行
い
ま
し
た
の
で
当
日
の
様
子
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
何
度
か
本
誌
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
改
め

ま
し
て
こ
の
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
概
要
を
記
し
ま
す
。

　

先
ず
は
、
本
稿
表
題
の
「
多
摩
東
陵
」
で
す
が
、
こ
の
陵
と

は
、
東
京
都
八
王
子
市
長
房
町
に
造
営
さ
れ
た
宮
内
庁
武
蔵
陵

墓
地
の
中
に
所
在
す
る
大
正
天
皇
の
皇
后
（
貞
明
皇
后
）
の
お

墓
で
す
。

　

広
大
な
敷
地
は
、
大
き
く
育
っ
た
様
々
な
木
々
に
覆
わ
れ
、

正
門
か
ら
砂
利
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
広
い
通
路
を
し
ば
ら
く
進

む
と
、
大
正
天
皇
陵
（
多
摩
陵
）、
昭
和
天
皇
陵
（
武
蔵
野
陵
）、

香
淳
皇
后
陵
（
武
蔵
野
東
陵
）
の
３
つ
の
お
墓
と
と
も
に
多
摩

東
陵
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

静
寂
な
敷
地
内
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
る
と
、
と
て
も
都

内
に
い
る
と
は
思
え
え
な
い
幻
想
的
か
つ
神
秘
的
な
空
気
が
全

身
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

次
に
、
貞
明
皇
后
と
燈
光
会
と
の
関
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
存
知
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
か
ら
１
０
０
年
ほ
ど

前
の
大
正
１２
年
５
月
、
大
正
天
皇
の
御
病
気
平
癒
を
願
い
横
須

賀
市
浦
賀
の
走
水
神
社
に
参
拝
後
、
観
音
埼
灯
台
に
行
啓
さ
れ

た
皇
后
様
が
、
孤
島
や
岬
の
先
端
の
不
便
な
地
で
灯
台
を
守
る

職
員
の
過
酷
な
環
境
に
深
く
同
情
さ
れ
、
金
５
千
円
を
御
下
賜

さ
れ
た
こ
と
。
皇
太
后
に
な
ら
れ
た
後
の
昭
和
１１
年
に
も
再
び

御
下
賜
を
賜
り
、
全
国
２
０
０
か
所
の
灯
台
に
当
時
は
貴
重
で

あ
っ
た
ラ
ジ
オ
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

多
摩
東
陵
の
清
掃
奉
仕
は
、
灯
台
職
員
と
そ
の
家
族
へ
深
い

思
い
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貞
明
皇
后
へ
の
感
謝
を
示
す
活
動

と
し
て
昭
和
２７
年
か
ら
会
員
有
志
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、毎
年
、

皇
后
様
の
ご
命
日
で
あ
る
５
月
１７
日
の
数
日
前
に
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

毎
年
、
こ
の
時
期
の
天
候
は
不
安
定
で
す
。
昨
年
は
朝
か
ら

本
降
り
と
な
る
な
か
燈
光
会
事
務
局
職
員
と
会
員
２
名
が
雨
具

に
身
を
包
み
短
時
間
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
も
雲
の
多
い
朝
を
迎
え
ま
し
た
が
、
雨
の
心

多
摩
東
陵
清
掃
奉
仕
活
動
の
ご
報
告

�

燈
光
会
事
務
局
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き
な
鋤
、
ス
コ
ッ
プ
で
か
き
出
し
、
丈
夫
な
袋
に
詰
め
て
山
中

ま
で
運
び
出
す
作
業
に
専
従
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
こ
の
作
業
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
２
年
分
と
な
っ
た
落

ち
葉
の
一
部
は
既
に
土
に
な
っ
て
い
て
袋
の
重
さ
は
増
し
、
大

汗
を
か
き
な
が
ら
の
重
労
働
と
な
り
ま
し
た
（
写
真
２
）。

　

昼
休
憩
を
し
っ
か
り
と
り
元
気
は
回
復
、
午
後
は
、
陵
手
前

の
砂
利
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
敷
地
の
草
刈
り
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
。

　

動
き
は
少
な
い
の
で
す
が
、
姿
勢
を
前
か
が
み
に
し
な
が
ら

砂
利
の
中
に
埋
ま

っ
た
小
さ
な
雑
草

を
地
道
に
取
り
除

く
作
業
は
、
１
時

間
も
続
け
る
と
足

腰
に
じ
わ
じ
わ
と

疲
れ
が
溜
ま
っ
て

き
ま
す
（
写
真

３
）。

　

午
後
２
時
半

前
、
職
員
の
方
か

ら
「
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
終
了
し
ま

配
は
ど
う
や
ら
な
く
、
中
央
線
高
尾
駅
に
集
合
し
た
メ
ン
バ
ー

は
、
元
気
よ
く
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

駅
か
ら
徒
歩
約
１０
分
で
到
着
、
控
え
の
建
屋
前
に
て
多
摩
陵

墓
監
区
事
務
所
の
２
名
の
職
員
の
方
か
ら
滞
在
中
の
留
意
事
項

と
作
業
内
容
の
説
明
を
受
け
、
気
が
締
ま
る
思
い
で
多
摩
東
陵

へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　

先
ず
は
、
大
正
天
皇
陵
、
多
摩
東
陵
に
一
同
で
礼
を
し
、
い

よ
い
よ
作
業
開
始
と
な
り
ま
し
た
（
写
真
１
）

　

午
前
中
は
、
左
右
の
側
溝
に
大
量
に
溜
ま
っ
た
落
ち
葉
を
大

写真 1　多摩東陵にて一同礼

写真 2　側溝の落ち葉運び

写真 3　除草作業
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し
ょ
う
」
の
掛
け
声
が
告
げ
ら
れ
、参
加
者
一
同
、身
体
の
節
々

に
疲
労
を
感
じ
つ
つ
も
達
成
感
に
包
ま
れ
な
が
ら
用
具
を
収

め
、
再
度
、
多
摩
東
陵
に
一
礼
を
し
、
怪
我
等
な
く
無
事
に
奉

仕
活
動
を
終
え
ま
し
た
（
写
真
4
）。

　

最
後
に
、
毎
年
、
こ
の
奉
仕
活
動
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

作
業
へ
の
付
き
添
い
と
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
多
摩

陵
墓
監
区
事
務
所

の
皆
様
と
、
今
回

の
奉
仕
活
動
へ
積

極
的
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
会

員
有
志
の
皆
様
に

深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

来
年
以
降
も
こ

の
活
動
を
続
け
て

行
く
所
存
で
す
の

で
引
続
き
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

写真 4　作業終了
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毎
年
、全
国
か
ら
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す「
灯

台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
灯
台
記
念
日
行
事
の
一
環
と
し
て
、

全
国
の
小
学
生
、
中
学
生
の
皆
様
が
灯
台
の
あ
る
風
景
を
描
く

こ
と
を
通
じ
て
、
船
舶
の
運
航
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
灯
台
に

親
し
み
を
持
ち
、
興
味
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
海
上
の
交
通

安
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
平
成
1７
年

に
開
始
し
て
か
ら
約
２０
年
を
経
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、何
度
か
実
施
内
容
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
が
、

特
に
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
上
位
賞
と
し
て
き
ま
し
た
「
国
土

交
通
大
臣
賞
」
及
び
「
海
上
保
安
庁
長
官
賞
」
に
代
わ
り
、
各

部
門
の
優
れ
た
作
品
に
「
優
秀
賞
」
を
、
さ
ら
に
全
作
品
の
中

か
ら
最
も
優
れ
た
作
品
に
「
最
優
秀
賞
」
を
設
け
る
な
ど
賞
の

内
容
の
一
部
を
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
著
名
な
灯
台
が
所
在
す
る
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
は
、
点
灯
開
始
か
ら
１
５
０
周

年
を
迎
え
た
犬
吠
埼
灯
台
及
び
御
前
埼
灯
台
を
画
い
た
作
品
を

「
特
別
賞
」
に
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
地
元
を
は
じ
め
多
く
の
皆

様
に
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
地
元
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
の
表

彰
式
、個
別
の
展
示
会
な
ど
を
通
じ
て
話
題
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
特
別
賞
」
の
第
二
弾
と
し
て
、
関
東
大
震
災
の
強

い
揺
れ
で
灯
台
そ
の
も
の
が
損
傷
を
受
け
た
こ
と
で
取
り
壊
さ

れ
、
そ
の
２
年
後
の
１
９
２
５
年
（
大
正
1４
年
）
に
再
建
を
果

た
し
て
か
ら
１
０
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
る「
観
音
埼
灯
台（
神

奈
川
県
横
須
賀
市
）」及
び「
野
島
埼
灯
台（
千
葉
県
南
房
総
市
）」

の
両
灯
台
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
元
を
は
じ
め
多
く
の
小
中
学
生
の
皆
様
が
両
灯
台
に
足
を

運
び
、
関
心
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
従
前
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
全
国
の
よ

り
多
く
の
児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
灯
台
へ
の
思
い
の
詰
っ

た
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
お
知
り
合
い
の
小
学

生
、
中
学
生
へ
の
ご
案
内
を
は
じ
め
、
本
コ
ン
テ
ス
ト
の
周
知

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

「
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５

２
０
２
５
」
作
品
募
集
中
！

」
作
品
募
集
中
！

�

燈
光
会
事
務
局

燈
光
会
事
務
局
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【今年度の各賞】
⑴　最優秀賞　　　　　　　　　全作品から 1名（ 1作品）
　　賞状及び副賞（図書カード）
⑵　優秀賞　　　　　　　　　　各部門から 1名（ ３作品）
　　賞状及び副賞（図書カード）
⑶　金　賞　　　　　　　　　　各部門から 1名（ ３作品）
　　賞状及び副賞（図書カード）
⑷　銀　賞　　　　　　　　　　各部門から ２名（ ６作品）
　　賞状及び副賞（図書カード）
⑸　銅　賞　　　　　　　　　　各部門から ３名（ ９作品）
　　賞状及び副賞（図書カード）
⑹　特別賞（観音埼灯台、野島埼灯台再建1００周年記念）
　　 観音埼灯台、または野島埼灯台を題材とした作品の中から
灯台毎に各部門から 1名（ ６作品）

　　賞状及び副賞（図書カード）
⑺　参加賞　　応募者全員

【応募方法等の詳細】
　燈光会ホームページ内の「絵画コンテスト」の紹介欄
に詳しく掲載していますので是非ご確認下さい。
  https://www.tokokai.org/picture/kaiga/
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